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　　　　　2000年の幸せを願って

　12月8日、斎川小学校で5・6年生の子供たちが、正月を迎える「しめ縄づくり」に挑

戦しました。地元の老人クラブ高砂会の皆さんの指導を受けながら、わらのない方から始

まり、縄の形を整えたあと、のし紙や昆布、松の葉を飾りつけました。
．鐵りらのにおいが教室いっぱいに漂う中、慣れない手つきながらも一生懸命に作ったしめ

縄は、ミレニアム2000年の子供たちの健やかな成長を約束してくれるでしょう。

白石市のホームページ（おもしろいしネット）
http＝／／www．oity．shiroishi．miyagi．jp／
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新
年
あ
け
ま
し
て

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
わ
が
国
の
経
済
は
、
や
や
回
復
の
兆

し
が
見
え
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
も

の
の
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
不
況
下
に

あ
り
、
政
治
・
行
政
面
に
お
い
て
も
全

く
の
閉
塞
状
態
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
地
方
自
治

体
も
適
正
か
つ
、
慎
重
な
行
政
運
営
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
特
に
、
財
政
面
に

お
い
て
は
健
全
な
財
政
運
営
が
最
も
重

要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
幸
い
当
市
が
こ
れ
ま
で
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
、
第
三
次
白
石
市
総
合
計
画

「
ホ
ワ
イ
ト
プ
ラ
ン
」
は
適
切
な
財
政

運
営
と
時
代
を
先
取
り
し
た
計
画
に
よ

っ
て
、
今
着
実
に
推
進
さ
れ
、
情
報
化
、

　
　
．
倉

一貞
白石市長

川井

国
際
化
、
高
齢
化
、
都
市
化
等
二
十
一

世
紀
に
向
け
た
基
盤
整
備
が
お
お
む
ね

完
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
、
こ
れ
ま
で
整
備
さ
れ
た
施

設
の
活
用
や
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
全
般

に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
引
き

続
き
ご
意
見
や
参
画
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
く
ら
し
日
本
一
の
「
ふ
る
さ
と
白

石
」
の
建
設
を
目
指
し
、
全
力
で
市
政

を
執
行
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
地
域
振
興
券
の
交
付

対
象
か
ら
外
れ
た
六
十
五
歳
以
上
の
高

齢
者
救
済
の
た
め
の
本
市
独
自
の
「
ア

ッ
タ
カ
券
」
の
発
行
や
、
走
行
中
の
携

帯
電
話
の
使
用
自
粛
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
着
用
の
奨
励
な
ど
、
全
国
に
先
駆

け
た
交
通
安
全
対
策
の
推
進
を
行
な
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
経
営
母
体
の
破
た
ん
に
よ
っ

て
存
続
が
困
難
と
な
っ
た
「
白
石
ス
キ

i
場
」
は
、
全
国
で
も
例
を
見
な
い
N

P
O
法
人
「
不
忘
ア
ザ
レ
ア
」
に
運
営

を
委
託
し
て
、
市
民
に
よ
る
市
民
の
た

め
の
ス
キ
ー
場
と
し
て
新
た
な
出
発
を

七
て
お
り
ま
す
。

　
文
化
面
で
は
林
真
理
子
さ
ん
が
作
詞

し
、
曲
を
全
国
か
ら
募
集
し
た
「
白
石

子
守
歌
」
の
大
賞
曲
の
決
定
や
、
い
き
い

き
プ
ラ
ザ
を
利
用
し
た
多
彩
な
リ
サ
イ

ク
ル
活
動
の
展
開
、
さ
ら
に
は
、
大
相

撲
仙
南
場
所
開
催
が
き
っ
か
け
と
な
っ

た
、
本
市
出
身
の
横
綱
「
大
砲
萬
右
衛

門
」
の
銅
像
建
立
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
平
成
十
四
年
の
開
院
を
目

指
し
た
、
地
域
医
療
の
中
核
と
な
る
公

立
刈
田
綜
合
病
院
の
造
成
工
事
が
開
始

さ
れ
る
と
と
も
に
、
建
設
省
に
要
望
し

て
お
り
ま
し
た
、
国
道
四
号
四
車
線
工

事
も
着
手
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
情
報
公
開
制
度
の
ス
タ
ー

ト
や
全
国
産
廃
問
題
市
町
村
連
絡
会
の

白
石
市
開
催
な
ど
、
昨
年
は
本
市
に
と

っ
て
重
要
な
施
策
・
事
業
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
年
は
四
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
が

導
入
さ
れ
ま
す
。
現
在
、
要
介
護
認

定
・
要
支
援
認
定
の
事
務
な
ど
、
円
滑

な
導
入
に
向
け
て
努
力
を
重
ね
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
基
準
に
よ
り

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
な
い

六
十
五
歳
以
上
の
方
々
に
つ
い
て
は
、

新
た
に
市
の
独
自
施
策
と
し
て
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
「
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
」
百
立
者
支
援
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
署
宅
老
人
短
期
入

所
事
業
」
の
三
事
業
を
計
画
中
で
あ
り
、

ほ
か
に
介
護
保
険
関
連
と
は
別
に
「
配

食
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
も
実
施
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
化
社
会
の
中
で
介
護
保

険
と
合
わ
せ
て
最
も
重
要
と
な
っ
て
く

る
の
が
、
総
合
的
な
「
保
健
・
福
祉
・

医
療
」
の
一
体
化
で
あ
り
ま
す
。

　
現
在
進
め
て
お
り
ま
す
「
公
立
刈
田

綜
合
病
院
の
移
転
新
築
」
は
そ
の
中
核

施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
日
も
早
い

完
成
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
現
在
、
患
者
さ
ん
に
や
さ
し
い
医
療

環
境
を
基
本
に
実
施
設
計
を
策
定
し
て

お
り
、
今
年
三
月
末
に
は
完
了
の
予
定

で
あ
り
ま
す
。
今
年
は
出
来
上
が
っ
た

瓢

設
計
を
基
に
一
部
本
体
工
事
に
着
手
す

る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　
文
化
面
で
は
、
今
年
四
年
目
を
迎
え

る
ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
（
白
石
市
文
化

体
育
活
動
セ
ン
タ
ー
）
の
事
業
と
し
て
、

今
年
も
引
き
続
き
一
流
の
歌
手
、
演
奏

家
を
招
聰
し
て
の
「
三
枝
成
彰
の
時
間
」

の
開
催
や
、
ア
リ
ー
ナ
で
の
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
日
本
リ
ー
グ
男
子
↓
部
リ
ー

グ
三
試
合
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
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ま
た
、
今
年
は
キ
ュ
ー
ブ
合
唱
団
に

続
き
、
指
導
の
第
一
人
者
で
あ
る
関
谷

晋
先
生
の
指
導
の
も
と
に
、
本
格
的
な

「
少
年
少
女
合
唱
団
」
を
組
織
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
や
「
ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
」
は
、

市
民
の
「
生
涯
学
習
の
場
」
そ
し
て
、

「
地
域
間
交
流
の
場
」
な
ど
と
し
て
多

目
的
に
活
用
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
積

極
的
な
事
業
の
実
施
、
活
用
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
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霧

腱
、
議

▲N　P　O法人「不忘アザレア」に運営を委託して、市
　民のための市民のスキー場として新たな出発をした
　「白石スキー場」

　
そ
の
他
、
柿
の
里
構
想
・
く
ず
に
代

表
さ
れ
る
「
個
性
あ
る
農
業
」
や
ト
ー

キ
ン
工
場
用
地
七
万
五
千
平
方
メ
ー
ト

ル
の
契
約
な
ど
の
企
業
誘
致
、
市
街
地

の
活
性
化
等
、
産
業
の
振
興
に
努
め
、

均
衡
あ
る
発
展
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。　

本
年
も
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
悔
い

の
な
い
活
力
に
満
ち
た
自
石
市
建
設
の

た
め
に
、
遽
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
一
層
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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▲介護保険でのサービスを利用できない高齢者に、
　市独自の福祉サービスのひとつとして予定されて
　いる「生きがいデイサービス」

版琳う姫・

血
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骸
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市
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
皆
様
の

ご
清
福
と
ご
繁
栄
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
日
ご
ろ
か
ら

市
政
に
対
し
温
か
い
ご
理
解
と
絶
大
な

ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
本
市
は
、

「
く
ら
し
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
」
に

向
け
着
実
に
基
盤
を
整
備
し
、
新
年
を

迎
え
一
段
の
躍
進
を
期
し
て
清
新
の
気

が
み
な
ぎ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
議
会
に
お
い
て
、
昨
年
、
議
員
定
数

改
正
に
よ
る
統
一
選
挙
に
よ
り
新
た
な

構
成
の
も
と
で
、
情
報
公
開
条
例
の
実

施
機
関
と
し
て
情
報
公
開
に
関
す
る
取

り
扱
い
基
準
を
定
め
る
な
ど
、
開
か
れ

た
議
会
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
内
外
の
政
治
・
経
済
、
社
会
情
勢
は
、

本
年
も
厳
し
い
環
境
に
あ
り
ま
す
が
、

本
市
に
お
い
て
は
、
既
に
建
設
さ
れ
た

キ
ュ
ー
ブ
・
ア
テ
ネ
・
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
ハ
ー
ド
事
業
の
社
会
資
本

を
生
か
し
た
、
市
民
の
文
化
・
福
祉
の

向
上
を
目
指
し
た
ソ
フ
ト
事
業
の
さ
ら

　
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

市
民
と
の
信
頼
関
係
を
保
つ
上
か
ら
、

従
来
の
市
民
の
多
岐
に
わ
た
る
要
望
に

こ
た
え
る
こ
と
や
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機

能
に
加
え
、
地
方
分
権
社
会
に
お
い
て

地
方
自
治
体
に
よ
る
自
己
決
定
・
自
己

責
任
の
原
則
が
強
く
求
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
政
策
形
成
な
ど
新
た
な
地
方
議

会
の
果
た
す
役
割
は
、
極
め
て
重
要
な

時
代
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
開
か
れ
た
議
会
に
向
け
た
会
議

規
則
の
改
正
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
一
方
、
河
川
整
備
な
ど
市
民
生
活
の

安
全
確
保
に
お
い
て
市
議
会
だ
け
で
は

対
応
で
き
な
い
問
題
も
生
じ
て
お
り
ま

す
こ
と
か
ら
、
関
係
市
・
町
議
会
と
深

く
連
携
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
で

も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
議
会
の
責
務
を
強
く

認
識
し
、
市
民
の
皆
様
の
負
託
に
こ
た

え
る
べ
く
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
叱

声
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

な
る
施
策
が
望
ま
れ
て
お
り

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
本
市
の
基
盤
産

業
で
あ
る
農
業
の
中
山
問
地

の
活
性
化
に
向
け
た
ま
ち
お

こ
し
や
、
若
年
層
定
着
化
対

策
と
し
て
の
工
場
誘
致
な
ど

将
来
を
見
据
え
た
施
策
も
大

切
な
時
期
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
と

3



●
●

　
樗
臼
犠
一
盈
．

轟
馬
好
し
郵

伯石子守歌1フ償勘決ま’る

　白石市をテーマに作家の林真理子さんが作詞し、曲

を全国から募集した「白石子守歌」の大賞曲が5月22

日に決まりました。海外を含め応募作品2，014曲の中か

ら、大賞は東京都調布市に在住の西村直人さんが、ま

た特別賞は白石市の小林一彦さんら6名が受賞しまし

　　　　醐　　』『　1　　　た。

●

　親しみやすいメロデ

ィーで、子供からお年

寄りまで口ずさむこと

ができる「白石子守歌」

は、今年C　D製作され、

市内はもとより全国で

歌い継がれることにな

ります。

ωぎωぎプラザで

　　多彩なリサイクル！活動か展開

　いきいきプラ　　　　　し

ザでは、リサイ　ニ』門一’　　　2　　　　髄峯

クルエ作教室醇．一毒羅．、と甕罰

肇鍮鷺璽騨讃、．醜
工房、フリーマ響・獺醗鞭轟
一ケットなど市（一だ藍ン』寵塗絶塁

民の自主的なリサイクル活動が展開され、月8千人以

上の利用者を数えました。

　これは、旧市民会館をスクラップーアンドービルドと

せず、耐震性を強化したうえで新しい用途を考えた改

造の理念が生かされたものであり、多彩なリサイクル

の学習拠点として再生したいきいきプラザは、各界か

らも高い評価を受け、視察も相次ぎました。

1
ヂアッタカ剃を交付

　地域振興券の交付対象から外れた65歳以上の高齢者

を救済するため、白石市独自の振興券「アッタカ券」

が、市民税均等割以下課税の一人暮らしや遠隔地扶養

者など約430人に交付されました。

　また、地元商店街の景気浮揚策として平成10年12月

に発行し、1月末まで使用された「ホクホク券」は、

好評を博し追加発行が行われました。

　　参町吻晩睡鞠竹毫
7』㌃　　アッタカ券
うむよ

！轟塞悪。孟圖
　　有効期問＝平陵11隼4月10日牌弔鹿11年8月31目まで…

織彗、．幽二盤94

5

地域医療の中核

　　メ〃田病院の造成コ＝事始まる

　平成14年の開院を目指し、公立刈田綜合病院の造成

工事が始まりました。免震構造、ゆったりとした病室

や緑の庭などの癒（いや）しの空間、最先端の医療設

備の充実などを核とした実施設計は、医療現場、患者

の方などたくさんの意見を取り入れながら、今年3月

までに策定されます。

　また、刈田病院の移転新築に合わせ、救急医療の充

実と広域医療体制の確立を図るため、建設省へ要望し

ておりました国道4号4車線工事については、工事に

着手し、急速に進んでおります。

●

平成70年度も盤財政

　白石市の財政は、昨年度に引き続き安定かつ健全な

財政運営を維持しました。経常収支比率などの代表的

な財政指標をみても、県内10市中でトップ等上位に入

っています。

　これは、より多くの地方交付税をいただいたことや、

将来の公債費の返済が大きな負担とならないように、

継続して金利の高い借入金を繰上償還したことなどに

よるものです。

　現在の厳しい経済状況下にあって、健全な財政運営

を維持している白石市を数多くの市区町議会が視察に

訪れました。

禦立高等技術専門校造成コ＝事1終わる

　白川地区に新設される、県立県南高等技術専門校

（仮称）の造成工事が終了し、今年から建設工事に入

ります。

　この専門校は、平成13年4月の開校で、情報系の訓

練科をそろえたのが特色です。開校後は自石市情報セ

ンター「アテネ」

と連携し、より　1．

高度な技術を習　芽㌧’

得した人材の育

成が図られるこ

とになります。

全国に先駆けた

　　　　交遁安全対策の推進

道路交通法の培医・ぎ顛顯
改正に伴い、11月1　・（、露、曳．

日から走行中の携帯　，1　ざ　’磁

電話の使用禁止、併　＿．＿．、、，

せて今年4月1日か　翻
ら6歳未満の幼児へ・・㌃能麟｝
のチャイルドシート　　　　　　　　　　ゆ

靱惜欝し㍉織調
麗麟継概1』嫡　駕幽
進に関する条例」を制定し、走行中の携帯電話の自粛

やチャイルドシートの着用を奨励するなど、全国に先

駆けて交通安全対策の推進に取り組んでまいりまし
た。

　また、白石地区交通安全協会と連携し、平成10年12

月から県内のトップを切って始めたチャイルドシート

の貸し出しは、10月末に100件を超え、他市町村の模

範となっています。

］

情報公開制度スタート

　市民参画によるまちづくりの推進と公正でより開か

れた市政の実現を目指して、10月1日「白石市情報公

開条例」が施行されました。

　県内では10月1日現在で、7市11町が情報公開条例

を制定しておりますが、仙台市民オンブズマンが

　　　　　　　　公表した情報公開の度合いや制

度の使いやすさを比較したラン

キング「情報公開度ランキング」

で、白石市は塩竈市、古川市、

多賀城市と並んで県内第1位と

高い評価を受けました。

■

、
／
の

諭
」

庵　．

　》

　　て製

6 ●

〔

蜘｝

曳k㌧ン

，

全国産廃聞題ア班『村愚絡会開催

　　一廃棄物処理法改正を国へ要望一

　平成10年11月に
設立された、産業　』　子　　　　平成I　l年度

廃棄物処分場問題　嚢全国産廃問題市町付連絡会雑

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　τを抱える全国32の　　　　　　　　　、．…
　　　　　　　　　　・霧三．、自治体でつくる「全　　　　　融　’麺魯黛

国産廃問題市町村　・鵜臨　　　～
　　　　　　　　むしてげ
連絡会」の総会が　毫
　　　　　　　　ぢ　　　　　　　おじろ　しニ
5月27日、いきい　　　　　　　　　　彫“

・謡

きプラザで開催されました。

　総会では、処分場の設置に住民同意を必要としない

現行の廃棄物処理法の改正について、水源地周辺での

設置規制なども含めて、国に求めていくことを決めま

した。

　なお、小原上戸沢地区に産廃処分場の設置が計画さ

れている問題については、住民投票の結果をはじめ市

民の意思を尊重し、断固建設阻止の姿勢を貫いていき

ます。

房間ポランティア意識の高揚

　　　　棚「』許　　　あ
　　　　　　　　　　酵，
噺転ズ斎畢・ア
胃一，記、大会

壇

　
　
　
　
　
　
一
一
壌
　
　
　
‘
一

　
　
囑
．
ミ
、
弓
、
五
　
場

題ら
の
N
P
O
と
　
　
　
　
、

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ツ
プ
に
つ
し
て

新
川
達
郎
氏

　
　
同
志
社
大
学
大
学
院
教
授

O白石スキー場、N　POで再出発

　経営母体の破たんでリフト等施設が市に寄付されて

いた自石スキー場は、NPO（特定非営利法人）「不

忘アザレア」に運営を委託することになりました。不

忘アザレアは、スキー場のほか、スポーツ教室、自然

観察会、蔵王の清掃など四季を通じて自然の環境保全

を図る活動を行い、不忘の観光や白石市全体の活性化

を目指していきます。

O郷土が生んだ横綱「大砲」の銅像が建立

　仙南場所実行委員会をはじめ多くの市民の呼びかけ

で、明治時代に活躍した大鷹沢出身の第18代横綱「大

砲萬右衛門」の銅像が、白石城二の丸跡に建立されま

した。身長198cmの実物大で、横綱としての風格が感

じられる銅像は、日本芸術院会員の中村晋也氏の制作

によるものです。
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井

略歴
東京都生まれ、東京芸術大学大学院
修了、ドイツフライブルク音楽大学
ソロ科卒業。

国内はもとよりドイツ、フランスな
ど海外でも演奏。またフランス国立
リヨン管弦楽団など国内外のオーケ
ストラとの共演も多い。

これまでに10枚のC　Dを発売。

現在、墨田トリフォニーホール専属
オルガニスト、神戸女学院大学オル
ガン科講師。

　ホワイトキューブ（白石市文化体育活動センター）コンサートホールでは、オープン以
来、一流の歌い手や演奏家を招いたさまざまなコンサートなどが開かれています。特にパ
イプオルガンの演奏は、残響時間が3．6秒と国内最長級を誇るキューブコンサートホール
の特性とマッチして、数多くの聴衆に感動を与えています。
　今回の新春対談は、キューブの記念コンサートなどでオルガンを演奏をされ、また、昨
年8月からはキューブパイプオルガン教室の講師をされている井上圭子さんに、キューブ
のホールやパイプ才ルガンの魅力等についてお話いただきました。

本物のオルガン音楽を市民に本物の文化、

川
井
…
井
上
さ
ん
、
本
日
は
大
変
ご
苦

労
さ
ま
で
ご
ざ
い
ま
す
。

井
上
…
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

川
井
…
井
上
さ
ん
に
は
、
キ
ュ
ー
ブ
オ

ー
プ
ン
以
来
、
記
念
の
コ
ン
サ
ー
ト
、

ま
た
、
最
近
で
は
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
教

室
の
講
師
と
し
て
自
石
市
に
お
い
で
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
白
石
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
印
象
を
お
持
ち
で
す

か
。井

上
…
白
石
は
素
敵
な
ま
ち
で
す
ね
。

自
然
が
あ
る
、
お
水
が
お
い
し
い
、
蔵

王
の
山
が
見
え
て
季
節
感
も
み
ん
な
あ

る
し
、
温
泉
も
あ
っ
て
、
う
ー
め
ん
も

あ
っ
て
い
い
ま
ち
だ
な
あ
と
。
私
も
こ

こ
に
来
る
こ
と
ー
毎
回
楽
し
み
で
す
。

い
つ
も
キ
ュ
ー
ブ
だ
け
な
ん
で
す
け

ど
、
お
城
も
ぜ
ひ
見
な
く
て
は
い
け
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

川
井
…
い
つ
も
お
忙
し
く
て
と
ん
ぼ
返

り
で
、
臼
石
の
ま
ち
と
い
う
の
は
本
来

新
幹
線
の
東
側
じ
ゃ
な
く
て
西
側
な
ん

で
す
か
ら
、
も
う
少
し
白
石
を
見
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

井
上
…
で
も
、
ス
パ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
ド
に

行
っ
た
こ
と
あ
り
ま
す
。

川
井
…
そ
う
で
す
か
。
温
泉
も
東
側
に

は
な
い
ん
で
す
、
全
部
西
側
な
ん
で
す

ね
。井

上
…
白
石
の
一
部
し
か
ま
だ
知
ら
な

く
て
、
そ
れ
で
も
満
足
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
見
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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ホ
ー
ル
の
響
き
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

教
会
に
求
め
た
の
は
、
ユ
ニ
ー
ク

で
あ
り
素
晴
ら
し
い

川
井
…
実
は
オ
ル
ガ
ン
と
い
う
も
の

に
、
私
は
思
い
入
れ
が
あ
る
ん
で
す
よ
。

と
い
う
の
は
、
私
の
恩
師
が
シ
ョ
ウ
ス

キ
ー
と
い
う
社
会
文
化
学
者
の
「
世
紀

末
ウ
ィ
ー
ン
」
と
い
う
本
を
翻
訳
し
ま

し
た
。
つ
ま
り
1
9
世
紀
末
の
ウ
ィ
ー
ン
、

こ
れ
は
も
の
す
ご
い
文
化
が
燗
熟
し
た

時
代
で
す
ね
。
そ
れ
で
ウ
ィ
ー
ン
が
好

き
に
な
っ
て
何
遍
か
行
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
大
聖
堂
の
オ
ル
ガ

ン
を
聴
い
て
大
感
激
し
た
ん
で
す
よ
。

一
番
最
初
に
キ
ュ
ー
ブ
を
造
ろ
う
と
し

た
と
き
に
、
ど
う
し
て
も
あ
の
大
聖
堂

の
オ
ル
ガ
ン
の
音
が
聴
き
た
い
と
言
っ

一

ゆ

、ノ

’

　
　
　
　
　
〆
涌
．

　
（
騰麟屈　　

、

　
　
　
　
．
野
．

た
ん
で
す
。
そ
う
し
ま
し
た
ら
、
設
計

家
の
堀
池
さ
ん
が
、
そ
れ
に
は
や
っ
ぱ

り
人
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
三
枝
成

彰
さ
ん
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま

た
そ
の
縁
で
、
オ
ル
ガ
ン
の
設
計
は
大

林
徳
吾
郎
さ
ん
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た

と
思
う
ん
で
す
ね
。

井
上
…
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
教
会
の
響
き
っ

て
い
う
の
は
再
現
で
き
な
い
で
す
ね
。

簡
単
に
言
っ
て
し
ま
え
ば
残
響
が
長
い

ん
で
す
け
ど
、
石
造
り
の
天
井
の
高
い

建
物
の
中
で
の
響
き
と
い
う
の
は
、
あ

ち
ら
に
行
か
な
い
と
経
験
で
き
な
い
で

す
よ
ね
。

川
井
…
で
す
か
ら
、
そ
れ
に
近
い
音
が

で
き
て
も
同
じ
よ
う
な
音
は
で
き
な
い

よ
。
も
し
そ
れ
や
る
ん
だ
っ
た
ら
、
例

え
ば
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
大
聖
堂
の
1
3
0

何
メ
ー
ト
ル
の
尖
塔
を
石
造
り
で
造
っ

て
、
そ
れ
が
共
鳴
箱
の
役
割
を
し
て
あ

あ
い
う
音
が
出
る
ん
だ
と
言
わ
れ
た
わ

け
で
す
。
そ
の
通
り
だ
と
思
う
ん
で
す

が
、
し
か
し
、
た
だ
一
つ
言
え
る
こ
と
は
、

キ
ュ
ー
ブ
の
ホ
ー
ル
自
体
が
最
初
か
ら

オ
ル
ガ
ン
を
入
れ
よ
う
と
い
う
意
図
で

造
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

井
上
…
ホ
ー
ル
と
い
う
と
、
多
目
的
を

考
え
た
場
合
、
響
き
が
長
す
ぎ
る
と
講

演
会
で
の
お
話
の
声
が
通
ら
な
い
と
か
、

あ
る
い
は
ほ
か
の
楽
器
の
演
奏
に
は
向

か
な
い
と
言
っ
て
、
妥
協
案
で
中
途
半

端
な
ホ
ー
ル
を
建
て
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
響
き
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
教
会
に
求

め
ら
れ
た
と
い
う
の
は
素
晴
ら
し
い
こ

と
で
す
ね
。
私
も
毎
年
決
ま
っ
て
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
足
を
運
ぶ
の
も
そ
う
い
う
音

を
聞
き
た
い
、
体
で
感
じ
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
強
い
か
ら
で
す
。
最
初
か
ら

オ
ル
ガ
ン
を
考
え
て
、
し
か
も
響
き
は

大
聖
堂
を
理
想
と
さ
れ
た
と
い
う
の

は
、
本
当
に
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
り
素
晴
ら

し
い
こ
と
で
す
よ
ね
。

キ
ュ
ー
ブ
の
ホ
ー
ル
、
オ
ル
ガ
ン
は

白
石
の
誇
り

川
井
…
井
上
さ
ん
に
は
キ
ュ
ー
ブ
の
第

－
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
か
ら
や
っ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
こ
の
ホ
ー
ル

は
ど
ん
な
感
じ
で
す
か
。

井
上
…
こ
れ
ま
で
4
回
コ
ン
サ
ー
ト
で

弾
か
せ
て
い
た
だ
き
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

と
も
演
奏
し
ま
し
た
け
ど
、
そ
の
響
き

に
出
演
者
の
皆
さ
ん
も
驚
い
て
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
周
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大
ホ
ー
ル
、
だ
い
た
い
東
京
辺
り
の

2
千
人
収
容
で
き
る
よ
う
な
ホ
ー
ル
に

な
っ
て
し
ま
う
と
、
体
で
感
じ
る
音
っ

て
い
う
の
は
よ
り
少
な
く
な
り
ま
す
よ

ね
。
で
も
、
キ
ュ
ー
ブ
の
場
合
と
て
も

ぜ
い
た
く
で
、
客
席
数
の
割
に
は
響
き

が
あ
り
、
体
で
感
じ
ら
れ
ま
す
。
私
は

こ
こ
で
C
D
を
一
枚
録
音
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
の

ス
タ
ッ
フ
た
ち
も
、
こ
こ
の
ホ
ー
ル
の

オ
ル
ガ
ン
の
響
き
は
こ
れ
ま
で
に
な
い

も
の
と
、
特
別
な
一
枚
の
ア
ル
バ
ム
が

で
き
た
と
話
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ

の
ぐ
ら
い
と
て
も
個
性
的
な
も
の
で
、

私
は
ぜ
ひ
こ
の
ホ
ー
ル
、
オ
ル
ガ
ン
を

白
石
の
ご
自
慢
で
あ
り
、
誇
り
に
し
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
、

川
井
…
生
意
気
な
こ
と
を
言
う
よ
う
で

す
け
ど
も
、
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
で
オ

ル
ガ
ン
を
聴
く
よ
り
も
こ
こ
で
聴
い
た

方
が
い
い
よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
よ
。

井
上
…
オ
ル
ガ
ン
自
体
の
ス
ケ
ー
ル
も

違
う
か
ら
迫
力
も
違
う
。
音
色
も
違
う

し
、
ほ
か
に
は
無
い
素
晴
ら
し
い
楽
器

で
す
。
も
ち
ろ
ん
響
き
も
建
物
に
マ
ッ

チ
し
て
い
ま
し
て
、
と
て
も
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
で
す
ね
。
た
だ
楽
器
が
大
き
い
か

ら
大
変
で
す
、
こ
う
い
う
ス
タ
イ
ル
の

楽
器
は
こ
こ
に
一
つ
し
か
な
い
か
ら
。

東
京
で
私
た
ち
が
身
近
に
触
れ
る
楽
器

に
こ
う
い
う
楽
器
な
い
ん
で
す
よ
。
そ

う
い
う
意
味
で
は
難
し
い
ん
で
す
け
ど

も
、
と
に
か
く
貴
重
な
存
在
で
あ
る
こ

と
に
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

川
井
…
こ
れ
は
あ
る
意
味
で
は
日
本
一

の
オ
ル
ガ
ン
な
ん
だ
。

井
上
…
ス
ケ
ー
ル
は
一
番
大
き
い
で
す

よ
。
あ
と
こ
う
い
う
ス
タ
イ
ル
の
楽
器

は
日
本
全
国
ど
こ
に
も
な
い
で
す
ね
。

川
井
…
な
お
か
つ
音
響
的
に
は
、
ホ
ー

ル
と
ピ
タ
ッ
と
合
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、

市
の
財
産
と
し
て
大
事
に
し
て
い
か
な
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き
ゃ
な
い
で
す
ね
。

井
上
…
東
京
に
は
た
く
さ
ん
オ
ル
ガ
ン

あ
り
ま
す
け
ど
、
こ
う
い
う
オ
ル
ガ
ン

は
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
白
石
に
足
を

運
ば
れ
た
方
は
、
も
っ
と
東
京
の
近
く

に
こ
の
ホ
ー
ル
を
引
っ
張
っ
て
き
た
い

と
言
っ
て
い
ま
す
よ
。

川
井
…
例
え
ば
、
軽
井
沢
が
あ
れ
ほ
ど

有
名
に
な
り
い
っ
ぱ
い
人
が
来
る
と
い

う
の
は
、
東
京
か
ら
1
時
問
で
行
け
る

か
ら
な
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。
人
口

が
非
常
に
多
い
と
こ
ろ
の
距
離
と
い
う

の
は
あ
る
程
度
問
題
に
な
り
ま
す
よ

ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
言
う
と
、
白
石

も
東
京
か
ら
1
時
間
以
内
ぐ
ら
い
の
と

こ
ろ
に
あ
れ
ば
、
い
ろ
ん
な
方
が
ま
た

お
い
で
に
な
る
だ
ろ
う
と
は
思
う
ん
で

す
が
。

井
上
…
で
も
、
東
京
か
ら
も
聴
き
に
来

ら
れ
ま
す
よ
ね
。

川
井
…
そ
う
な
ん
で
す
ね
。

井
上
…
ま
あ
2
時
間
で
す
し
、
大
宮
か

ら
だ
と
1
時
間
半
、
そ
う
し
ま
す
と
聴

き
に
来
れ
る
範
囲
内
で
す
ね
。

演
奏
台
も
移
動
式
で

理
想
的
り

川
井
…
独
奏
す
る
場
合
に
は
ス
テ
ー
ジ

の
正
面
で
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
や
る
場

合
に
は
端
の
方
で
や
ら
れ
ま
す
が
。

井
上
…
そ
う
で
す
ね
。
キ
ュ
ー
ブ
の
演

奏
台
は
移
動
可
能
だ
か
ら
演
奏
し
や
す

い
場
所
に
持
っ
て
い
け
る
ん
で
す
。
こ

れ
は
、
こ
の
オ
ル
ガ
ン
を
設
計
さ
れ
た

大
林
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
の
オ

ル
ガ
ン
に
対
す
る
強
い
ポ
リ
シ
ー
の
一

つ
で
す
ね
。

川
井
…
あ
あ
、
そ
う
い
う
こ
と
な
ん
で

す
か
。
教
会
の
オ
ル
ガ
ン
な
ん
か
も
背

中
向
き
で
決
ま
っ
て
ま
す
よ
ね
。

井
上
…
大
抵
は
モ
ニ
タ
ー
や
鏡
で
指
揮

者
を
見
て
、
背
中
向
き
で
指
揮
者
と
演

奏
す
る
ん
で
す
ね
。
で
も
、
指
揮
者
と

背
中
向
き
っ
て
い
う
の
は
意
思
の
疎
通

が
で
き
な
い
、
指
揮
者
に
よ
っ
て
は
い

や
が
る
。
そ
れ
は
そ
う
で
す
よ
ね
、
背

中
を
向
い
た
人
に
指
揮
棒
振
る
の
は
と

て
も
つ
ら
い
も
の
で
す
よ
。
た
だ
白
石

の
場
合
は
独
奏
の
と
き
に
は
正
面
で
、

そ
れ
か
ら
指
揮
者
を
見
る
と
き
に
は
指

揮
者
に
合
わ
せ
て
、
こ
れ
は
理
想
的
で

す
ね
。

川
井
…
そ
う
い
う
意
味
で
動
け
る
と
い

う
こ
と
は
、
指
揮
者
を
見
や
す
い
で
す

ね
。井

上
…
そ
う
で
す
。
あ
と
見
え
る
だ
け

で
は
な
く
て
、
大
半
の
楽
器
が
オ
ル
ガ

ン
本
体
の
と
こ
ろ
に
演
奏
台
つ
い
て
い

ま
す
よ
ね
。
そ
う
す
る
と
近
く
の
パ
イ

プ
の
音
ば
か
り
が
聞
こ
え
て
き
て
、
遠

く
の
パ
イ
プ
が
聞
こ
え
に
く
い
ん
で

す
。
ス
テ
ー
ジ
の
上
だ
と
ほ
と
ん
ど
客

席
と
同
じ
音
響
状
態
で
聴
け
る
。
そ
れ

は
と
て
も
弾
き
や
す
い
、
楽
し
め
る
、

そ
う
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
演
奏
台
な

ん
で
す
よ
。

川
井
…
だ
い
た
い
ホ
！
ル
と
い
う
の

は
、
演
奏
者
用
じ
ゃ
な
く
て
聴
衆
の
た

め
に
あ
る
ん
で
し
ょ
う
か
ら
。

井
上
…
そ
れ
も
そ
う
で
す
。
あ
と
オ
ル

ガ
ン
も
こ
う
い
う
移
動
式
の
演
奏
台
が

な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
費

用
の
問
題
で
あ
っ
た
り
、
オ
ル
ガ
ン
の

設
計
の
問
題
で
あ
っ
た
り
す
る
ん
で
す

け
ど
。

川
井
…
そ
う
し
ま
す
と
井
上
さ
ん
と
し

て
は
、
こ
こ
は
非
常
に
弾
き
や
す
い
ん

だ
。

井
上
…
と
て
も
弾
き
や
す
い
で
す
ね
。

川
井
…
そ
れ
か
ら
、
キ
ュ
ー
ブ
に
ブ
ロ

ン
ズ
像
が
4
つ
あ
る
ん
で
す
が
ご
存
じ

で
し
た
か
。
あ
れ
を
造
っ
た
の
は
中
村

晋
也
先
生
っ
て
言
い
ま
し
て
、
日
本
芸

術
院
会
員
で
鹿
児
島
の
先
生
な
ん
で
す

が
、
ど
う
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
違
い
は
、

日
本
の
設
計
家
に
彫
刻
の
分
か
る
人
が

少
な
い
と
い
う
こ
と
だ
そ
う
で
す
よ
。

だ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
建
物
に
は
彫
刻

が
必
ず
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
日
本

は
あ
ま
り
な
い
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
、

い
い
ホ
ー
ル
に
入
っ
て
、
彫
刻
を
見
て
、

い
い
音
楽
を
聴
く
、
そ
し
て
そ
の
合
間

に
は
ホ
ワ
イ
エ
で
楽
し
む
。
こ
の
へ
ん

が
総
合
的
に
文
化
と
し
て
高
め
て
い
く

方
法
か
な
あ
と
思
い
ま
す
よ
。

井
上
…
ぜ
い
た
く
な
ホ
ー
ル
で
す
ね
。

川
井
…
あ
る
意
味
で
は
ぜ
い
た
く
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。
で
も
、
2
1
世
紀
は
心

の
豊
か
さ
を
求
め
る
時
代
で
す
し
、
そ

の
目
的
に
添
っ
て
後
代
に
残
る
ホ
ー
ル

で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
内
一
級
の
キ
ュ
ー
ブ
の
オ
ル
ガ
ン
を

弾
け
る
若
い
人
を
育
て
た
い

川
井
…
キ
ュ
ー
ブ
の
オ
ル
ガ
ン
、
あ
る

い
は
ホ
ー
ル
の
こ
と
を
大
変
お
褒
め
い

た
だ
い
た
ん
で
す
が
、
し
か
し
公
共
の

施
設
と
し
て
、
高
い
レ
ベ
ル
の
ホ
ー
ル

を
い
か
に
市
民
が
活
用
す
る
か
、
こ
れ

が
大
き
な
問
題
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
井
上
さ
ん
に
お
願

い
を
し
て
オ
ル
ガ
ン
教
室
を
開
い
て
い

た
だ
い
て
い
る
わ
け
な
ん
で
す
が
、
今

ま
で
オ
ル
ガ
ン
教
室
を
3
回
お
や
り
に

な
っ
て
ど
ん
な
お
感
じ
で
す
か
。

井
上
…
皆
さ
ん
一
生
懸
命
で
す
よ
。
最

近
私
は
演
奏
活
動
が
主
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
オ
ル
ガ
ン
は
ま
だ
ま
だ
客
席
か

ら
遠
い
存
在
で
す
よ
ね
。
も
っ
と
も
っ

と
聴
衆
に
近
づ
い
て
い
け
ば
と
い
つ
も

考
え
て
い
る
ん
で
す
が
、
そ
う
い
う
気

持
ち
を
実
現
さ
せ
て
く
れ
た
も
の
が
こ

の
オ
ル
ガ
ン
教
室
な
ん
で
す
。
ピ
ア
ノ

や
エ
レ
ク
ト
ー
ン
を
弾
く
方
で
、
一
度

オ
ル
ガ
ン
を
弾
い
て
み
た
い
と
い
う
方

が
希
望
し
て
受
講
な
さ
っ
て
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
が
、
喜
ん
で
弾
い
て
い
る
姿

を
見
る
の
は
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
ね
。

川
井
…
芸
術
で
も
ス
ポ
ー
ツ
で
も
そ
う

で
す
が
、
小
さ
い
時
か
ら
や
ら
な
い
と

上
達
し
な
い
ん
だ
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す

よ
ね
。
井
上
さ
ん
は
い
く
つ
か
ら
オ
ル

ガ
ン
を
ー
。
最
初
ピ
ア
ノ
を
な
さ
っ
て

8

い
た
と
か
。

井
上
…
ピ
ア
ノ
は
4
歳
か
ら
で
す
。
好

き
こ
の
ん
で
や
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
ん
で
す
が
ー
オ
ル
ガ
ン
を
知
っ

た
、
巡
り
合
っ
た
の
が
中
学
3
年
生
、

そ
の
と
き
か
ら
音
楽
大
好
き
、
オ
ル
ガ

ン
弾
き
た
い
、
そ
の
一
心
で
し
た
。
今

こ
こ
の
オ
ル
ガ
ン
教
室
に
中
学
3
年
生

の
お
嬢
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す

よ
。
オ
ル
ガ
ン
っ
て
足
、
ペ
ダ
ル
を
使

っ
て
弾
く
ん
で
す
け
ど
、
彼
女
は
今
そ

の
足
を
つ
け
る
こ
と
に
一
生
懸
命
な
ん

で
す
。
私
も
こ
の
ぐ
ら
い
の
と
き
に
オ

ル
ガ
ン
を
始
め
た
の
で
、
ち
ょ
う
ど
私

の
姿
を
見
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
て

い
ま
す
。
こ
こ
の
教
室
に
期
待
す
る
こ

と
の
ひ
と
つ
は
、
こ
の
白
石
か
ら
将
来

こ
の
立
派
な
オ
ル
ガ
ン
を
弾
く
若
い
人

が
育
っ
て
い
く
こ
と
、
楽
器
が
あ
り
、

オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
が
育
っ
て
い
っ
た
ら
、

も
っ
と
も
っ
と
素
晴
ら
し
い
な
と
思
う

ん
で
す
よ
ね
。
若
い
人
た
ち
に
期
待
を

込
め
て
お
り
ま
す
。

川
井
…
今
の
と
こ
ろ
は
ま
だ
練
習
用
の

〈
オ
ル
ガ
ン
教
室

可
卜
！

に
　
　
蕊

購
黛
．
、

興
ー

（
個
別
レ
ッ
ス
ン
）

　
　
領
絹
灘
顯

・譲
冥葛

’

オ
ル
ガ
ン
で
や
っ
て
お
ら
れ
る
ん
で
し

ょ
う
が
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
ホ
ー
ル
に
あ

る
オ
ル
ガ
ン
で
。

井
上
…
次
回
か
ら
曲
が
仕
上
が
っ
た
方

に
ホ
ー
ル
の
オ
ル
ガ
ン
で
弾
い
て
い
た

だ
き
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
突
然
ホ
ー
ル
で

と
言
っ
て
も
楽
器
が
大
き
く
、
戸
惑
わ

れ
る
こ
と
が
多
い
と
思
う
の
で
下
準
備

を
し
て
。
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
に
音
鳴
ら

す
わ
け
で
す
か
ら
、
あ
ま
り
た
ど
た
ど

し
い
姿
で
も
い
け
な
い
し
、
仕
上
が
っ

た
ら
あ
そ
こ
で
弾
い
て
い
た
だ
く
、
そ

れ
が
目
標
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
て
、
「
来
月
は
ホ
ー
ル
で
」
っ

て
言
っ
た
ら
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

間
違
っ
た
方
法
で
ホ
ー
ル
の
オ
ル
ガ
ン

に
触
れ
れ
ば
壊
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

け
れ
ど
も
、
レ
ベ
ル
は
ど
う
で
あ
れ
、

ち
ゃ
ん
と
し
た
演
奏
の
仕
方
で
弾
け
ば

心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。
か
と
い
っ
て
、

誰
で
も
ど
う
ぞ
と
い
う
わ
け
に
は
い
か

な
い
ん
で
す
が
。

出
演
者
は
世
界
的
な
演
奏
家

井
上
…
そ
れ
か
ら
、
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ

ー
ト
も
年
に
2
回
あ
り
ま
す
が
、
海
外

か
ら
と
て
も
素
晴
ら
し
い
演
奏
家
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
ね
。
私
も
東
京
か

ら
聴
き
に
来
た
い
と
思
う
ぐ
ら
い
で
す

が
、
そ
う
い
う
コ
ン
サ
ー
ト
ヘ
も
ど
ん

ど
ん
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す

ね
。

川
井
…
そ
う
で
す
よ
ね
。

井
上
…
実
に
も
っ
た
い
な
い
で
す
。
オ

ル
ガ
ン
教
室
、
そ
し
て
や
っ
ば
り
演
奏

会
を
続
け
ら
れ
る
こ
と
、
聴
い
て
い
た

だ
く
聴
衆
を
増
や
す
こ
と
、
そ
れ
も
頑

張
っ
て
い
か
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
な
あ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
た
め
に
開

庫脚

口　　1珂

“
．
．

　
瓢

、
堅

〉
オ
ル
ガ
ン
の
巨
匠
、

　
ジ
ャ
ン
・
ギ
ュ
ー
も
キ
ュ
ー
ブ
で
演
奏

放
さ
れ
た
楽
器
な
の
で
す
か
ら
ね
。

川
井
…
そ
う
で
す
ね
。
ど
う
も
な
ん
か

↓
般
的
な
論
調
と
し
て
、
た
だ
飾
り
に

オ
ル
ガ
ン
が
あ
る
だ
け
じ
ゃ
な
い
か
と

言
わ
れ
る
よ
う
な
ホ
ー
ル
が
多
い
で
す

よ
ね
。

井
上
…
で
す
か
ら
、
そ
れ
は
両
方
で
す

ね
、
教
室
と
コ
ン
サ
ー
ト
と
。

川
井
…
両
方
や
ん
な
き
ゃ
ダ
メ
で
す
ね
。

井
上
…
こ
れ
が
お
教
室
だ
け
に
な
っ
ち

ゃ
う
と
、
限
ら
れ
た
人
だ
け
の
楽
器
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
し
。

川
井
…
そ
の
前
に
、
オ
ル
ガ
ン
な
ら
オ

ル
ガ
ン
の
教
育
が
必
要
か
な
っ
て
思
う

ん
で
す
よ
。
例
え
ば
、
最
初
に
三
枝
成

彰
音
楽
大
学
と
い
う
の
や
り
ま
し
て
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
音
楽
の

素
晴
ら
し
さ
と
か
、
あ
る
い
は
ど
う
い

う
構
成
で
ど
う
い
う
具
合
に
で
き
て
き

た
か
と
い
う
こ
と
を
市
民
に
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
必
ず
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
に
は
三
枝
さ
ん
が
お
い
で

に
な
っ
て
お
話
を
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
が

実
は
解
説
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
よ

ね
。
私
の
本
音
を
言
い
ま
す
と
、
私
な

ん
か
は
分
か
ら
な
い
も
ん
で
す
か
ら
、

］
応
演
奏
が
終
わ
る
、
1
曲
で
も
2
曲

で
も
よ
け
い
聴
き
た
い
か
ら
一
生
懸
命

拍
手
し
ま
す
。
で
も
、
実
際
は
シ
ン
と

な
っ
た
と
こ
ろ
で
ま
た
1
曲
弾
い
て
も

ら
っ
て
も
、
そ
の
曲
が
何
か
分
か
ん
な

く
て
聴
い
て
い
る
ん
で
す
よ
、
そ
う
い

う
人
も
結
構
い
る
と
思
う
ん
で
す
よ
。

井
上
…
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
以
外
の

方
で
は
多
い
で
す
よ
。
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川
井
…
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
例
え
ば
三

枝
さ
ん
の
よ
う
に
、
こ
の
次
や
る
の
は

誰
そ
れ
の
何
と
い
う
曲
で
す
よ
、
と
い

う
ふ
う
に
言
っ
て
も
ら
っ
た
だ
け
で
も

違
い
ま
す
よ
ね
。

井
上
…
三
枝
さ
ん
の
非
常
に
親
し
み
や

す
い
、
素
晴
ら
し
い
企
画
で
す
よ
ね
。

で
す
か
ら
、
ど
ん
ど
ん
市
民
の
方
、
キ

ュ
ー
ブ
に
い
ら
し
て
聴
き
に
来
て
ほ
し

い
で
す
ね
。
キ
ュ
ー
ブ
の
コ
ン
サ
ー
ト

に
出
演
す
る
方
は
、
世
界
的
な
名
演
奏

家
ば
か
り
で
す
。
こ
れ
は
本
当
に
宝
物

で
す
よ
。
建
物
だ
け
で
は
な
く
中
身
も

含
め
て
。

川
井
…
先
日
、
首
都
機
能
移
転
の
特
別

委
員
会
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で

私
も
意
見
発
表
し
ま
し
た
。
地
震
に
強

い
と
か
、
緑
の
中
に
あ
る
と
か
、
そ
う

い
う
特
徴
は
み
ん
な
誰
で
も
言
う
ん
で

す
よ
。
そ
の
中
で
私
は
、
白
石
は
水
も

溌

　
　
　
　
レ
，

ー

蚤
〆
礁

，
戸
、
γ
」

豊
富
だ
け
ど
も
、
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
く

水
が
う
ま
い
。
そ
の
証
拠
に
は
市
原
多

朗
さ
ん
が
、
白
石
の
キ
ュ
ー
ブ
で
佐
藤

し
の
ぶ
さ
ん
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ

ー
ト
を
し
た
と
き
に
、
「
白
石
の
水
は

エ
ビ
ア
ン
の
水
よ
り
う
ま
い
」
と
言
っ

た
ぐ
ら
い
だ
と
い
う
話
を
し
た
ん
で
す

よ
。
そ
れ
が
な
ん
と
何
カ
月
か
経
っ
て

国
土
庁
に
行
っ
て
、
あ
る
審
議
官
の
と

こ
ろ
に
名
刺
を
出
し
ま
し
た
ら
、
「
あ

っ
、
白
石
の
市
長
で
す
ね
、
白
石
の
水

は
エ
ビ
ア
ン
の
水
よ
り
お
い
し
い
と
宣

伝
な
さ
っ
た
方
で
す
ね
、
非
常
に
印
象

に
残
っ
て
ま
す
よ
。
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
が
、
こ
れ
も
よ
く
考
え
て
み
れ
ば
、

こ
の
ホ
ー
ル
に
市
原
さ
ん
が
来
な
け
れ

ば
、
そ
の
話
で
き
る
は
ず
も
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
具
合
に
い
ろ
ん
な

波
及
効
果
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
が
あ

る
よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
。

＼

迅
略
、

レ

レ
親
し
み
や
す
い
ト
ー
ク
で
お
な
じ
み
、
三
枝
成
彰
さ
ん

∵
ノ

皇
后
陛
下
は

オ
ル
ガ
ン
大
好
き

川
井
…
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
皇
后
陛

下
っ
て
オ
ル
ガ
ン
大
変
お
好
き
な
ん
で

す
ね
。

井
上
…
キ
ュ
ー
ブ
ヘ
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た

ん
で
す
よ
ね
。

川
井
…
全
国
植
樹
祭
の
と
き
に
お
立
ち

寄
り
に
な
り
ま
し
た
。
実
は
宮
内
庁
か

ら
は
脅
か
さ
れ
た
ん
で
す
よ
。
こ
こ
に

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
が
あ
る
と
い
う
話
を

し
た
ら
、
恐
ら
く
皇
后
陛
下
は
ご
覧
に

な
り
た
い
っ
て
言
う
だ
ろ
う
。
も
し
ご

覧
に
な
り
、
そ
の
時
間
が
1
0
分
か
か
れ

ば
、
白
石
の
物
産
を
説
明
す
る
時
問
は

10

分
カ
ッ
ト
す
る
よ
と
言
わ
れ
た
ん
で

す
。
当
日
、
こ
の
オ
ル
ガ
ン
は
自
動
演

奏
で
き
ま
す
か
ら
鳴
ら
し
た
ん
で
す
。

そ
う
し
ま
し
た
ら
、
皇
后
陛
下
が
天
皇

P

　　　　　　　　　琶

▲市原多朗さん（右）と佐藤しのぶさん

陛
下
の
と
こ
ろ
に
ち
ょ
っ
と
寄
ら
れ
ま

し
て
、
な
ん
か
さ
さ
や
か
れ
、
そ
れ
か

ら
私
に
「
オ
ル
ガ
ン
で
す
ね
、
ど
ち
ら

か
ら
入
っ
て
い
く
の
か
し
ら
。
」
と
お

っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
。

井
上
…
あ
あ
そ
う
で
す
か
。

川
井
…
そ
れ
で
ご
案
内
し
ま
し
た
。
入

り
口
は
も
う
通
過
し
て
い
ま
し
た
の
で
、

両
陛
下
と
も
引
き
返
さ
れ
て
ホ
ー
ル
に

入
ら
れ
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
ご
覧
に
な

っ
て
ま
し
た
よ
。
と
こ
ろ
が
、
そ
う
い

う
予
定
外
の
行
動
を
と
る
と
い
う
こ
と

が
異
例
、
ま
し
て
前
に
進
ん
だ
の
を
後

戻
り
さ
れ
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
ん
だ
そ

う
で
す
よ
。
で
す
か
ら
、
よ
ほ
ど
皇
后

陛
下
は
オ
ル
ガ
ン
が
お
好
き
だ
っ
て
い

う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
よ
。

井
上
…
素
敵
な
お
話
で
す
ね
。

川
井
…
と
こ
ろ
が
、
両
陛
下
は
大
変
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
筆
　
碁
　
ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
繋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
識
職
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
璽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
レ
封

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヰ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
．
古
昌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
、
』
　
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
　
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曜
▲

義
務
感
が
お
あ
り
な
ん
で
す
ね
。
物
産

の
説
明
は
1
0
分
ぐ
ら
い
カ
ッ
ト
さ
れ
る

だ
ろ
う
と
思
っ
て
ま
し
た
ら
ね
、
お
休

み
の
時
間
が
約
1
5
分
あ
っ
た
と
思
う
ん

で
す
が
5
分
ぐ
ら
い
で
出
て
こ
ら
れ
た
。

オ
ル
ガ
ン
を
1
0
分
ご
覧
に
な
っ
た
分

を
、
ご
自
分
の
休
み
時
問
を
縮
め
て
次

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
こ
な
さ
れ
た
の
で
す
。

井
上
…
お
気
の
毒
だ
け
ど
い
い
お
話
で

す
ね
。

川
井
…
井
上
さ
ん
は
じ
め
オ
ル
ガ
ン
の

奏
者
と
か
、
あ
る
い
は
オ
ル
ガ
ン
の
好

き
な
方
に
と
っ
て
は
、
素
晴
ら
し
い
話

だ
と
思
う
ん
で
す
け
ど
も
ね
。

一ブにお立ち寄りになられた両陛下

文
化
は
人
の
心
に
迫
る
も
の
、

人
の
心
を
動
か
す
も
の

川
井
…
井
上
さ
ん
は
2
1
世
紀
へ
向
け
て

ど
ん
な
夢
を
お
持
ち
で
す
か
。
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井
上
…
そ
う
で
す
ね
、
日
本
も
随
分
オ

ル
ガ
ン
増
え
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
い
ろ

ん
な
オ
ル
ガ
ン
ど
ん
ど
ん
弾
い
て
い
き

た
い
と
、
日
本
だ
け
で
は
な
く
て
世
界

で
。
夏
も
パ
リ
で
演
奏
会
を
し
た
の
で

す
が
、
や
っ
ば
り
演
奏
す
る
こ
と
が
自

分
の
収
穫
に
な
る
ん
で
す
よ
ね
。
で
す

か
ら
、
海
外
で
の
演
奏
と
か
た
く
さ
ん

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
白

石
も
そ
う
で
す
け
れ
ど
も
、
よ
り
身
近

な
お
教
室
な
ん
か
で
さ
ら
に
オ
ル
ガ
ン

の
音
に
触
れ
て
い
た
だ
き
た
い
、
そ
ん

な
企
画
と
か
い
ろ
い
ろ
で
き
た
ら
な
ん

て
思
っ
て
ま
す
け
ど
。
市
長
さ
ん
は
い

か
が
で
す
か
。

川
井
…
私
は
こ
う
考
え
る
ん
で
す
よ
。

よ
く
ハ
コ
モ
ノ
っ
て
言
う
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。
中
身
を
伴
わ
な
い
で
単
に
建
物

だ
け
を
造
っ
ち
ゃ
っ
た
ら
こ
れ
は
ハ
コ

で
す
ね
。
し
か
し
、
そ
ん
中
に
い
い
ソ

フ
ト
が
詰
ま
っ
て
い
れ
ば
、
ハ
コ
じ
ゃ

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
結
局
2
1

世
紀
の
勝
負
は
環
境
と
文
化
だ
と
思
う

ん
で
す
．
高
齢
化
社
会
で
す
か
ら
福
祉

は
当
然
で
し
ょ
う
。
先
日
、
長
野
県
の

小
諸
市
に
行
っ
て
来
ま
し
た
が
、
1
参

り
ま
し
た
，
あ
そ
こ
に
は
文
化
勲
章
受

章
者
小
山
敬
三
さ
ん
の
出
身
地
で
、
小

諸
城
の
中
に
小
山
先
生
の
作
品
を
集
め

た
美
術
館
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
そ
の
ほ

か
に
芸
術
院
会
員
の
白
鳥
映
雪
画
伯
の

作
品
を
中
心
と
し
た
小
諸
高
原
美
術
館

が
あ
る
。
わ
ず
か
人
口
4
万
5
千
人
の

ま
ち
に
素
晴
ら
し
い
美
術
館
が
2
つ
も

あ
る
ん
で
す
。

井
上
…
白
石
に
は
能
楽
堂
が
あ
る
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。

川
井
…
で
す
か
ら
ね
、
こ
ち
ら
は
美
術

館
は
な
い
代
わ
り
に
キ
ュ
ー
ブ
と
か
能

楽
堂
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
を
基
盤
に

し
て
文
化
を
発
展
さ
せ
て
い
か
な
き
ゃ

な
ら
ん
と
思
い
ま
す
ね
。
ど
ん
な
に
情

報
化
が
進
ん
で
、
音
そ
の
も
の
が
き
っ

ち
り
と
再
現
さ
れ
て
も
、
そ
れ
だ
け
じ

ゃ
な
い
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
ー
が
あ
る
、

こ
れ
が
文
化
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。

井
上
…
な
ん
か
人
の
心
に
迫
る
も
の
、

人
の
心
を
動
か
す
も
の
、
な
ん
か
そ
う

い
う
も
の
が
得
ら
れ
る
環
境
っ
て
い
う

の
は
素
晴
ら
し
い
で
す
よ
ね
。

川
井
…
こ
う
い
う
も
の
こ
そ
が
文
化
だ

ろ
う
と
思
い
ま
し
て
ね
。
で
す
か
ら
、

時
代
が
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
と
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
と
か
そ
う
い
う
情
報
を
活

用
し
て
、
仕
事
そ
の
も
の
は
東
京
に
い

な
く
た
っ
て
、
地
方
か
ら
の
発
信
も
で

き
る
だ
ろ
う
と
思
う
ん
で
す
ね
。
そ
れ

で
も
み
ん
な
東
京
っ
て
言
う
の
は
、
私

は
決
し
て
所
得
の
差
だ
け
じ
ゃ
な
く

て
、
や
は
り
文
化
環
境
の
差
が
大
き
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
ま
す
が
ね
え
。

井
上
…
だ
け
ど
、
そ
う
い
う
地
盤
は
白

石
に
は
あ
り
ま
す
ね
。

世
界
的
演
奏
家
の

キ
ュ
ー
ブ
に
つ
い
て
の
感
想

川
井
…
先
日
キ
ュ
ー
ブ
で
、
世
界
最
高

の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
ベ
ル
リ
ン
フ
ィ
ル

の
首
席
奏
者
た
ち
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
彼
ら
は
こ
ん
な

言
葉
を
色
紙
に
残
し
て
い
き
ま
し
た
。

第
ー
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
ダ
ニ
エ
ル
・
シ

ュ
タ
ー
プ
ラ
ヴ
ァ
は
「
素
晴
ら
し
い
響

き
に
魅
力
あ
ふ
れ
る
音
、
特
に
弦
楽
器

に
と
っ
て
は
」
。
第
2
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

の
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
シ
ュ
タ
ー
デ
ル

マ
ン
は
「
こ
の
響
き
な
ら
ど
ん
な
要
求

に
も
こ
た
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
、
成
功
し

た
ホ
ー
ル
だ
と
思
う
、
お
め
で
と
う
」
。

ヴ
ィ
オ
ラ
の
ナ
イ
ト
ハ
ル
ト
・
レ
ー
ザ

は
「
響
き
が
響
き
を
呼
び
完
壁
な
ホ
ー

ル
、
お
め
で
と
う
」
。
チ
ェ
ロ
の
ヤ

ン
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ホ
ル
ス
ト
は
「
あ
な

た
の
素
敵
な
ホ
ー
ル
に
お
め
で
と
う
ー

モ
ダ
ン
で
、
音
に
あ
ふ
れ
、
ホ
ー
ル
自

体
も
鳴
っ
て
い
る
」
。
ピ
ア
ノ
奏
者
の

E
，
シ
ュ
タ
ー
プ
ラ
ヴ
ァ
は
「
驚
く
ほ

ど
素
晴
ら
し
い
ホ
ー
ル
で
、
私
も
ピ
ア

ノ
と
共
に
花
開
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
1
こ
の
よ
う
に
世
界
的
な
演
奏
家

か
ら
も
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
が
、
キ
ュ
ー
ブ
に
は
ほ
か
に
な
い

ソ
フ
ト
が
詰
ま
っ
て
い
る
、
こ
れ
は
こ

の
白
石
の
情
報
発
信
の
大
き
な
武
器
だ

と
思
っ
て
ま
す
。

井
上
…
や
っ
ぱ
り
本
物
を
聴
い
て
い
た

だ
き
た
い
、
見
て
い
た
だ
き
た
い
で
す

ね
。川

井
…
ぜ
ひ
、
井
上
さ
ん
に
は
本
物
の

文
化
、
本
物
の
オ
ル
ガ
ン
の
音
楽
と
い

う
も
の
を
、
こ
れ
か
ら
先
も
白
石
市
民

に
い
ろ
い
ろ
な
機
会
を
と
ら
え
て
聴
か

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本

日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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晴れの叙勲　おめでとうございます

蕗
一
敏
，
鵬
、

讐
麟
製
h

　
　
　
．
奇
魚
．
隼

㍗
蘇
却
、

一r艶脚畷　一・磯ご

　　　　　1A
　　　禽
　　　　　　コ　　　　　　ロ　　　　　　ぬい　コ　　　　　」1一、轟『
　　　　　　ゲ
　　　　び　　　㌔抽

　　u　迄　　　　　　　　F
　　　　　　　野

礁Y　

櫓
羅”轄・勲ロ馳購露　羅刀障壽・勲耀皇騨

　　融　・
　　礁『氏』一．

　　　．馨 γ

楓』磁誕

遠藤　　要氏
　　　　　（元法務大臣）

．’‘毒破、

騨幾診

庄子はつ子氏
　　　　（看護業務功労）

昭和27年に看護婦となられて以来、

平成8年6月に退職されるまでの44

年間の永きにわたり、一貫して看護

業務に精励されました。

　この間、公立刈田綜合病院の婦長、

医療法人本多友愛会仙南病院の総婦

長などを務められ、献身的、奉仕的

な看護業務にご尽力されました。

　12月3日、平成11年春・秋の叙勲

に各分野における功労者として、5

名の方々が晴れの受章の栄に浴され

ました。受章された方々の栄誉をた

たえ、叙勲祝賀会が白石蔵王パレス

ホテルで行われ、400人の参加者が受

章を祝いました。

瓢7暉審・勲殉翻趨窟

菅野得志氏
　　　　（統計調査功労）

昭和22年より宮城県議会議員とし

て、連続7期28年の永きにわたり、

県政の場でご活躍され、この間、議

長の要職を務められました。

　昭和49年からは参議院議員として、

連続4期24年間の永きにわたり、国

政の場でご活躍されました。

　この問、内閣委員長、予算委員長、

行財政改革・税制等に関する特別委

員長、国民生活に関する調査会長と

して、議案審議の重責を果たされる

とともに、大蔵政務次官、法務大臣

として国政の枢機に参画され、わが

国発展のためにご尽力されました。

羅”鰍・轍騨麗麗

昭和30年に国勢調査員に任命され

て以来、現在まで44年間の永きにわ

たり、統計調査に従事されました。

　この間、工業統計調査に昭和42年

から連続32回調査員として従事され

たほか、国勢調査など各種調査に携

わられ、統計調査員として地域発展、

市政発展にご貢献されました。

　
　
　

、
総
講

　
　
、
耀

村上哲夫氏
　　　　　（消防功労）

羅腺鰍・轍舗聾

高橋栄蔵氏
（郵政業務功労）

　平成6年4月に退団されるまでの

44年間の永きにわたり、白石市消防

団員としてご活躍されました。

　この間、副分団長、分団長、副団

長の要職を歴任され、消防施設の整

備拡充強化、団員の指導育成等に尽

力され、市民の生命、財産の保全に

多大のご貢献をされました。

昭和34年に自石郵便局に採用以来、

平成5年3月に退職されるまでの34

年間の永きにわたり、保険外務一筋

に尽力されました。この間、基礎的

な生活保障手段として簡易保険の普

及に務めるとともに、職員の指導・

育成を図りながら、市民生活の向上

に大きく貢献されました。
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市民の力で銅像が完成

　　　　も　　　　￥

　明治時代に活躍した大鷹沢出身の

第18代横綱「大砲」の銅像が白石城

二の丸跡に建立され、11月28日、除

幕式が行われました。銅像は、日本

芸術院会員の中村晋也氏の制作によ

るもので、仙南場所実行委員会など、

多くの市民の呼びかけで実現されま

した。また、これを記念して11月20

日から12月19日まで、歴史探訪ミュ

ージアムにおいて、化粧回し、板番

付、羽織などを展示した「大砲萬右

衛門展」が開催されました。

一本の綱に必勝を託して

廻

昇

　　　　　、’泳
　　　解下』r職勘淑

11月21日、20チーム約200名が参加

して、キューブで市民綱引き大会が

行われました。各チームとも優勝を

目指し、持っている力を出し合い熱

戦を展開しました。種目ごとの優勝

は次のとおりです。

（一般男子1部）さくらS　P

（一般男子2部）白石柔道三省塾O　B

（中学生男子）筋肉バスターズ

（一般女子）あけぼの園レインボー

（一般男女混合）多国籍軍

（小学生男女混合）

　　　　白石柔道スポーツ少年団

100歳おめでとうこざいます

　11月25日、満100歳の誕生日を迎え

られた福岡長袋にお住まいの斎藤さ

くよさんに、川井市長から特別敬老

祝金100万円が贈られました。斎藤

さんは明治32年小原生まれ、現在は

お孫さんたちとの6人暮らしです。

　長寿の秘訣は、毎日縫い物をする

こと、そして好き嫌いなく何でもよ

く食べることとか。また、テレビを

見るのが好きで、相撲とプロレスは

かかさず観戦するそうです。市内で

は4番目の長寿となる斎藤さん、ず

っと長生きしてくださいね。

生涯スボーツに汗流す

　自石川緑地陸上競技場で、11月21

日、白石市グラウンドゴルフ協会主

催の第1回大会が行われました。

　これは、白石市グラウンドゴルフ

協会が10月28日に設立されたことを

記念して行われたもので、約90人が

和気あいあいの中で16ホールを回

り、合計打数を競いました。

懸
曝
罫

上位入賞者は次の方です。

優勝：小室幸衛さん（小原）

第2位：高橋いせのさん（深谷）

第3位：半沢信夫さん（小原）

地域の子供は地域で育てよう

　中央公民館で11月20日、中学生と

父兄、教育関係者などが参加して、

「青少年健全育成市民のつどい」が開

催されました。

鞠鮪緬灘

響
、

璽
岬、P
－翫，　客喬一L

　初めに、市内中学校の代表6人か

ら「親と正面を向き合って話したい、

親に本音を聞いてもらいたい」など、

日ごろの子供たちの思いが発表され

ました。

　また、「ともに考えたいこと」と題

して講演された高橋久東中学校長は

「子育てには時間がかかる、子供に対

して親や地域は根気強く、心に響く

声がけをすることが大切である」な

どを話されました。

ふるさとの味を届けます

憐猛皿　』

熈．
灘

　白石名産の樽柿やころ柿を全国に

お届けする、ゆうパックの発送式が

12月10日、大平の宮城県ころ柿出荷

協同組合で行われました。

　「柿の里構想」が始まって5年、

年々柿の生産量も多くなっており、

今年は昨年よりも90箱多い822箱が初

出荷され、全国のファンのもとに送

られました。あなたもふるさとの味、

送ってみませんか。
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市
民
文
芸
艦
灘
雄
藁
懸
騰
印
馨
刀
篠

高
橋
辰
男
選

二
階
よ
り
仰
ぐ
蔵
王
の
山
な
み
は
空
を
焦
が
さ
ん
ば

か
り
紅
葉
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
う
こ
ん

セ
ー
ラ
ー
服
の
少
女
は
茶
髪
な
び
か
せ
て
吾
に
会
釈

し
バ
イ
ク
に
て
行
く
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

根
性
を
足
に
託
し
て
奥
の
院
紅
葉
ふ
み
ふ
み
杖
に
ぎ

り
ゅ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

晴
天
が
終
り
て
明
日
は
雨
と
言
う
タ
ベ
の
月
に
お
笠

か
ぶ
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
嶋
　
正
子

花
好
き
の
友
に
貰
い
し
シ
ク
ラ
メ
ン
一
夏
す
ぎ
て
花

芽
を
出
し
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
と
く

は
ら
か
ら
の
誰
よ
り
も
生
き
今
日
も
ま
た
丹
精
こ
め

し
菊
花
供
う
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

吾
老
い
て
急
に
病
み
出
す
左
肩
五
十
肩
か
と
夜
長
の

床
に
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
松
貞
子

芋
の
茎
軒
端
に
干
し
た
る
そ
の
様
に
茎
皮
む
く
手
の

お
う
な
偲
ば
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
永
山
　
成
夫

鯉
ま
つ
り
済
み
し
馬
牛
沼
の
底
あ
ら
わ
に
て
早
よ
水

満
て
よ
白
鳥
が
来
る
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

ひ
と
ひ
ら
の
花
が
静
か
に
開
く
如
く
末
孫
恋
し
離
れ

て
住
め
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
槻
　
正
兄

囲
一
首
目
。
紅
葉
し
た
蔵
王
の
大
き
な
景
を
し
っ

か
り
と
ら
え
「
空
を
焦
が
さ
ん
ば
か
り
」
の
比
喩
は

卓
抜
だ
。
二
首
目
。
茶
髪
と
バ
イ
ク
が
い
か
に
も
今

の
若
い
世
代
を
象
徴
し
て
い
る
が
、
会
釈
さ
れ
て
は

憎
め
な
い
。
三
首
目
。
奥
の
院
へ
苦
労
し
て
登
る
。

し
か
し
美
し
い
紅
葉
を
踏
ん
で
行
く
の
で
救
わ
れ
る
。

と
う
ろ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
お
か
し

蟷
螂
に
触
る
れ
ば
三
角
貌
傾
ぐ
　
　
　
日
下
　
　
文

木
枯
し
や
ビ
ル
の
谷
間
の
喫
茶
店
　
　
青
木
　
良
子

ぢ
ぢ
ば
ば
を
湯
治
に
や
り
て
冬
構
　
　
岩
沢
　
伍
峯

山
な
み
の
天
を
も
焦
が
す
紅
葉
か
な
　
高
子
た
ち
ば
な

白
き
も
の
ち
ら
つ
く
北
の
窓
ふ
さ
ぐ
　
高
橋
　
正
男

香
の
乏
し
所
詮
は
冬
の
ば
ら
な
れ
ば
　
三
浦
　
愛
嶺

白
菊
を
好
み
し
姉
の
帰
ら
ざ
る
　
　
　
川
村
　
静
恵

板
塀
の
内
な
る
庭
の
柘
榴
か
な
　
　
　
大
庭
　
良
子

［
翻
］
一
句
目
。
今
年
の
新
米
は
ど
ん
な
味
だ
ろ
う
、
と
い

て
み
る
と
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
く
お
米
で
あ
る
。
と
き
め
き
の
心

で
米
を
と
ぐ
作
者
に
、
農
家
へ
の
自
然
へ
の
感
謝
が
表
現
さ

れ
て
い
る
好
句
で
あ
る
・
二
句
目
。
茶
の
花
は
白
く
、
し
べ

が
黄
色
で
す
が
す
が
し
い
花
。
そ
の
茶
の
花
に
夕
暮
れ
が
近

づ
く
静
か
な
風
景
を
一
句
に
。
三
句
目
。
蟷
螂
と
は
カ
マ
キ

リ
の
こ
と
。
触
れ
て
み
る
と
鎌
を
上
げ
て
例
の
三
角
顔
を
か

し
げ
る
。
カ
マ
キ
リ
に
も
己
を
守
る
権
利
が
あ
る
。

踏
み
台
を
外
せ
ば
弱
い
実
力
者

ネ
ク
タ
イ
を
は
ず
す
と
違
う
空
の
色

三
角
形
の
底
辺
に
い
る
反
抗
期

生
き
下
手
が
い
て
ほ
っ
と
す
る
シ
ル
バ
i
会

孤
独
と
加
齢
と
は
な
ぜ
か
正
比
例

運
命
線
明
日
の
生
命
抱
い
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
す
ペ

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
楽
し
く
老
い
を
生
き
る
術

ク
ラ
ス
会
時
効
の
話
返
り
咲
く

実
り
の
秋
天
ま
で
届
く
笑
い
声

遠
藤
秋
尾
選

新
米
を
と
き
め
き
な
が
ら
研
ぎ
に
け
り

お
茶
の
花
夕
づ
く
影
の
静
け
さ
に

山
家
弘
子

佐
藤
周
子

近
江
孫
太
郎
選

　
　
　
　
　
　
い
ろ

自
分
史
に
ま
だ
ま
だ
描
き
た
い
彩
が
あ
る

小
野
嘉
津
子

佐
藤
武
雄

片
岡
亀
男

草
野
　
清

芝
玄
太
郎

菅
野
春
江

北
ち
づ
る

一
條
芳
子

大
沼
妙
子

鈴
木
希
市

圏
一
句
目
。
熟
齢
期
に
お
け
る
人
間
共
通
の
心
理

を
ズ
バ
リ
言
い
切
っ
て
い
る
句
。
作
者
の
「
描
き
た

い
彩
」
の
表
現
が
こ
の
句
を
引
き
立
て
て
い
る
。
秀

句
。
二
旬
目
。
踏
み
台
（
地
位
、
財
産
、
肩
書
な
ど
）

を
失
っ
た
権
力
者
の
末
路
は
、
「
タ
ダ
の
人
」
と
な

る
。
人
間
社
会
の
虚
構
を
鋭
く
喝
破
し
た
句
と
し
て

評
価
。
佳
句
。
三
句
目
。
こ
の
平
易
な
十
七
音
字
の

中
か
ら
、
作
者
の
人
間
共
通
の
心
理
描
写
と
鋭
い
視

点
、
ま
た
個
性
的
な
人
生
観
を
う
か
が
い
と
れ
る
。

佳
句
。
四
句
目
も
佳
句
。
十
二
月
号
訂
正
。
柳
壇
の

評
で
「
術
懐
」
は
「
述
懐
」
で
し
た
。
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　　　　　　　ワコーヒーブレーク㊥

フィットネスアドパイザー

　　　小関幸子さん（大平

誌

1、ノー

価．P
　7

9窄可．

詔

》仕事について

　キューブなどで主にエアロビクス（有酸素運動）

を指導し、シェイプコースのカウンセリングや栄

養学など、ケガのしにくい体づくりのため、エク

ササイズなどを行っています。

》夢や目標

　2000年、心機一転、より多くの人たちに、仕事

を通して夢を与えていければ幸せだと思います。

》理想のタイプ

　何事にも一生懸命な人

舞

a、

，
譲
、

擁
譜
、
触
、
鳥
．

．
、
鱒
、

　
、
曝
．
、
、

■哉

、野

》その他一言どうぞ

　日ごろの運動不足やストレスを解消させ、身体

を動かすことの楽しさ、汗をかくことの喜び、目

標を果たしたときの達成感などをより多くの人た

ちに知ってもらい、健康な肉体、精神づくりをサ

ポートしていきたいと思います。

嵯蝶篶讐藩乙で
謬世一梶ノ’醸

つ＼
≧！2

＠
★

㍗
　
爵

せ
人　

　
4
★

　斎川空手道スポーツ少年団は、団員

23名で、空手道の練習に汗を流して

います。

　「礼節」「健康」「友情」；を方針に掲

げ、人格形成を図り、忍耐力と精神力

を養い、生涯にわたり維持できること

を目指しています。同時に、21世紀

を背負って立つ人材育成にも力を入れ

ています。

　各種の大会には積極的に参加してお

り、特に、昨年の全日本空手道連盟糸

東会全国大会では、小学生3・4年組

手の部で第3位に入る優秀な成績を上

げることがでぎました。また、県大会、

東北大会でも優勝、入賞する活躍をし

ました。

　練習は週2回行っております。毎週

木曜日が午後6時か58時まで斎川公

民館、日曜日が午前10時から正午ま

で斎川小学校体育館で行っています。

入団希望の方は、気軽にいらしてくだ

さい。

メ　 ヘ　　ら

『
｛懸

　
ず
　
　
　
　
　
　
　
　

　
レ
四
ヂ

　
『
■
樽
「

　
　
一

　
　
1

　
　
一

　
　
，

1」』k』』乱離

㌧
卜
　
、

　

馨

ヴ
」讃

h
．
老

国際コーナー
　1η重ernaf’oηa100rηe1

ビル市からの最新ニュースは、新しい図書館の建

設計画です。新図書館は前図書館の2．5倍の大き

さで、インターネットP　Cが15台増えるそうです。

　また、去年の9月に市長選挙が行われ、新しい

市長が選出されました。新市長の名前はフィリッ

プ・サンソム氏で、5年前に来白されたことがあ

るそうです。サンソム市長も白石市とハーストビ

ル市との交流に力を注がれることでしょう。

　　　　　　　　　　　　　　　く
　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　サ

　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　　　　　　　　　　ソ
　　　　　　　　　　　　　　　ム
　　　　　　　　　　　　　　　市
　　　　　　　　　　　　　　　長

HappyNewYeari皆さん、あけましておめでと
うございます！今年も白石市の皆さんのために頑

張りたいと思いますので、どうぞよろしくお願い
します。

　2000年の第1回目のlntemationaI　Cornerでは、

白石市の姉妹都市、オーストラリアのパーストビ

ル市について話しましょう。

　去年、白石市とハーストビル市の姉妹都市提携

5周年を記念し、6月にハーストビル市長を団長
とするハーストビル市民団が来白しました。この

5年の間に、パーストビル市との親善交流が活発

に展開され、1994年以来、169名の白石市民と60

名の中学生がハーストビル市を訪間しました。同

様に、約90名のハーストビル市民と子供たちが来
白しました。

　姉妹都市の絆が強まるのに伴って、この5年間

で両市も発展し続けています。今年のシドニー・

轟一凝垂蓮・畠孟し鍵
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・
ル
／

＼
㊨
は
お
問
い
合
せ
先
で
す

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
西
暦
2
0
0
0
年
問
題
へ
の

年
末
年
始
の
体
制
に
つ
い
て

国
民
年
金
か
ら

　
「
白
石
市
西
暦
2
0
0
0
年
問
題
対

策
本
部
」
は
、
2
0
0
0
年
問
題
が
影

響
す
る
可
能
性
が
あ
る
市
業
務
・
シ
ス

テ
ム
等
の
洗
い
出
し
、
テ
ス
ト
が
必
要

な
シ
ス
テ
ム
す
べ
て
に
つ
い
て
の
模
擬

テ
ス
ト
は
完
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
危
機
管
理
の
た
め
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
よ
る
年
末
年
始
に
お
け
る
市
対

策
本
部
の
待
機
体
制
は
次
の
通
り
で
す
。

●
年
末
年
始
の
対
応

　
1
2
月
2
9
日
（
水
）
か
ら
1
月
3
日
（
月
）

ま
で
の
期
間
は
、
市
対
策
本
部
を
中
心

と
し
て
、
関
係
課
の
職
員
が
待
機
を
行

い
ま
す
。
1
2
月
3
1
日
か
ら
1
月
1
日
に

か
け
て
は
2
4
時
間
体
制
で
、
市
内
関
連

機
関
か
ら
の
情
報
収
集
と
、
市
内
で
発

生
し
た
問
題
の
情
報
収
集
と
を
行
い
、

状
況
に
応
じ
市
民
の
方
に
広
報
活
動
等

を
通
じ
て
情
報
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
宮
城
県
や
関
連
機
関
に
対
し

相
互
に
連
絡
を
と
り
、
必
要
な
情
報
の

収
集
に
努
め
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
窓
口

　
白
石
市
で
は
、
2
0
0
0
年
問
題
に

関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
対
応
す
る
た

め
の
総
括
窓
口
（
情
報
広
報
課
）
を
設

源
泉
徴
収
票
が
交
付
さ
れ
ま
す

　
老
齢
基
礎
年
金
、
老
齢
厚
生
年
金
、

通
算
老
齢
年
金
ま
た
は
特
例
老
齢
年
金

を
受
け
て
い
る
方
に
は
、
1
月
末
こ
ろ

ま
で
に
、
源
泉
徴
収
票
が
社
会
保
険
庁

か
ら
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
こ
の
源
泉
徴

収
票
に
は
、
平
成
n
年
中
に
、
あ
な
た

に
支
払
わ
れ
た
年
金
の
総
額
な
ど
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
確
定
申
告
の
際
に
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
遺
族
基
礎
年
金
や
障
害
基
礎

年
金
を
受
け
て
い
る
方
に
は
送
付
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

仙
南
運
転
免
許

セ
ン
タ
璽
か
ら

置
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
生
活

に
関
わ
り
の
深
い
各
分
野
の
事
業
者
の

年
末
年
始
の
お
問
い
合
わ
せ
窓
口
は
次

の
通
り
で
す
。

・
白
石
市
の
総
括
窓
口

　
白
石
市
役
所
情
報
広
報
課

　
宙
2
2
1
1
5
0
0
（
～
1
2
月
3
1
日
）

　
宙
2
5
1
2
1
1
1

　
　
　
（
1
2
月
31
日
夜
間
、

　
　
　
　
　
　
1
月
1
日
～
3
日
）

※
受
付
時
間
は
平
日
の
8
時
3
0
分
～
1
7

　
時
1
5
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。
1
2
月
3
1

　
日
か
ら
1
月
1
日
に
か
け
て
は
、
夜

　
間
の
問
い
合
わ
せ
に
も
応
じ
ま
す
。

・
上
水
道

　
自
石
市
役
所
水
道
事
業
所

　
宙
2
5
1
5
5
2
2
（
常
時
受
付
）

・
電
力

　
東
北
電
力
㈱
白
石
営
業
所

　
盆
2
5
1
2
1
2
4
（
常
時
受
付
）

・
電
話

　
東
日
本
電
信
電
話
㈱
宮
城
支
店

　
宙
1
1
3
（
局
番
な
し
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
常
時
受
付
）

20

歳
に
な
っ
た
ら
「
国
民
年
金
」

　
成
人
式
を
お
迎
え
に
な
る
皆
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
成
人
に
な
る
と
い
ろ
い
ろ
な
権
利
と

義
務
が
発
生
し
ま
す
が
、
国
民
年
金
に

加
入
す
る
こ
と
も
大
切
な
義
務
の
一
つ

で
す
。

　
国
内
に
住
所
が
あ
る
2
0
歳
以
上
6
0
歳

未
満
の
人
で
、
厚
生
年
金
、
共
済
組
合

に
加
入
し
て
い
な
け
れ
ば
、
国
民
年
金

に
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

公
的
年
金
制
度
は
、
老
後
生
活
の
安
定

の
た
め
だ
け
で
な
く
、
け
が
や
病
気
な

ど
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
も
私
た
ち

の
生
活
を
支
え
て
く
れ
る
大
切
な
も
の

で
す
。

　
ま
た
、
自
分
の
た
め
だ
け
で
な
く
、

「
人
生
の
先
輩
」
や
、
「
私
た
ち
の
子
供

た
ち
に
安
心
と
豊
か
さ
を
伝
え
て
い
く

た
め
」
に
も
、
国
民
年
金
に
は
必
ず
加

入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
義
務
を
果
た

す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
2
0
歳
は
国
民
年
金
の
出
発
点
で
す
。

加
入
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
国
民
年
金

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
1
月
の
日
曜
窓
口
は
、
1
月
1
6
日
で

す
。
（
受
付
は
8
時
3
0
分
～
9
時
3
0
分
、

13

時
～
1
4
時
で
、
運
転
免
許
の
更
新
に

関
す
る
業
務
の
み
行
い
ま
す
。
）

※
年
末
年
始
の
業
務
は
、
12
月
2
8
日
と

1
月
4
日
で
す
。
（
1
2
月
2
9
日
か
ら
1

月
3
日
の
間
の
誕
生
日
の
方
は
、
有
効

期
限
が
1
月
4
日
ま
で
と
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
1
月
4
日
ま
で
に
更
新
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
）

㊨
仙
南
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
免
許
係

　
宙
0
2
2
4
i
5
3
1
0
1
1
1
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㊨
市
民
課
国
民
年
金
係

　
盆
2
2
1
1
3
1
2

　
　
　
　
一
、

　
θ
弔
　
　
薄

（
ご
、
・

　
う
　
　
、

　
　
　
　
　
門

　
〃

．
《
潮

’
（
”

　
　
　
　
、
　
－

民
事
介
入
暴
力

相
談
所
開
設

　
暴
力
団
に
関
し
て
お
悩
み
の
方
は
、

ど
の
よ
う
な
相
談
で
も
結
構
で
す
か
ら

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

●
日
時
1
月
2
6
日
（
水
）

　
　
　
　
午
前
1
1
時
～
午
後
3
時

●
場
　
所
　
自
石
市
役
所
第
4
会
議
室

●
相
談
員
　
弁
護
士
、
警
察
本
部
暴
力

団
対
策
課
警
察
官
ほ
か

㊨
暴
力
団
追
放
宮
城
県
民
会
議
事
務
局

　
宙
0
2
2
1
2
1
5
1
5
0
5
0

1月のこみ収集日について（お知らせ）
◆ごみの収集日（地区ごとに収集しています．曜日の見方は第何回目と創ます

不燃こみ

第4／火

第4／月

第4／盆

第4／木

第4／金

第4／月

第4／水

区　　　　分

資源・ビン類

第2・第5／火

第2・第5／月

第2・第5／金

第2・第5／木

第2・第5／金

第2・第5／月

第2・第5／水

こ　　　　み

資源・缶プラ

第1・第3／火

第1・第3／月

第1・第3／金

第1・第3／木

第1・第3／金

第1・第3／月

第1・第3／水

可燃こみ

火・金

月・木

月・木

月・水・木

火・水・金

　　地　　　区（地　域　名）

A地区（越河、斎川、大平）

B地区（大鷹沢、臼川、小下倉）

　　　（大鷹沢田中）

C地区（福岡、小原）

D地区（市街・東北本線東側）

　　　（鷹巣）

E地区（市街・東北本線西側）

◆上記をあなたの地区にあてはめると平成12年1月の収集日は下記のようになります。
　（※祝日等により収集日が変更になることがありますので、確認のうえ、ごみを出して

不燃こみ

　25

資源・ビン類

　　11

資源・缶プラ

4・18
　　　可燃ごみ
4・7・11・14・18・21・25・28

　地区名
越河・斎川・大平

243117

2814217

2713206

13・17・20・24・27・316

大鷹沢・白川・小下倉

大鷹沢田中

福岡・小原

2814217

243117

5・6・12・13・17・19・20・24・26
27・31

市街・東北本線東1貝

（自石工業高校側）

鷹巣

261219512・14・18・19・214・5・7・
25・26・28

市街・東北本線西f貝

　（白石市役所側）

宙22－1314●お問い合わせ先　市生活環境課

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
に
は

ま
ず
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い

　
4
月
か
ら
始
ま
る
介
護
保
険
制
度
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
、
介
護
が

必
要
な
状
態
（
要
介
護
状
態
ま
た
は
要

支
援
状
態
）
と
認
定
（
要
介
護
認
定
）

を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
要
介
護
認
定
の
申
請
は
、
保
険
課

（
健
康
セ
ン
タ
ー
）
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
申
請
は
、
本
人
ま
た
は
家
族
の

ほ
か
に
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
や

介
護
保
険
施
設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
、
老
人
保
健
施
設
等
）
な
ど
に
代
行

し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
認
定
結
果
の
通
知
は
郵
送
に
よ
り
行

い
ま
す
が
、
認
定
の
効
力
は
4
月
1
日

か
ら
で
原
則
と
し
て
6
カ
月
ご
と
に
更

新
し
ま
す
。
更
新
の
手
続
き
は
要
介
護

認
定
申
請
と
同
じ
で
す
。

◆
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
人

◎
6
5
歳
以
上
の
人
（
第
－
号
被
保
険
者
）

　
6
5
歳
以
上
の
人
は
、
原
因
の
い
か
ん

を
問
わ
ず
に
、
要
介
護
状
態
あ
る
い
は

要
支
援
状
態
に
な
っ
た
場
合
に
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
4
0
歳
以
上
6
5
歳
未
満
の
人

　
　
　
　
　
　
　
（
第
2
号
被
保
険
者
）

　
4
0
歳
以
上
6
5
歳
未
満
の
人
の
場
合

は
、
老
化
が
原
因
と
さ
れ
る
病
気
（
初

老
期
痴
呆
や
脳
血
管
疾
患
、
骨
粗
し
ょ

う
症
に
よ
る
骨
折
な
ど
）
が
原
因
と
な

っ
て
、
要
介
護
状
態
や
要
支
援
状
態
に

な
っ
た
人
に
限
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、

交
通
事
故
な
ど
で
障
害
が
残
り
、
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
は
介
護
保
険

の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

金
品
の
詐
取
事
件
等
に
つ
い
て

　
介
護
保
険
に
絡
ん
だ
詐
欺
事
件
や
強
盗

事
件
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
要
介
護
認

定
の
申
請
に
際
し
て
押
印
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
し
、
費
用
に
つ
い
て
も
一
切
か
か

り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
願
い
ま
す
。

㊥
保
険
課
介
護
保
険
係

　
薗
2
2
1
1
3
6
1

電話番号

25－2101
　所在地
字本町89

24－2526

25－9955

24－5222

22－1400

田町二丁目6－3

福岡蔵本字茶園62－1

福岡八宮字川原10－3

福岡蔵本字茶園62－1

26－3686郡山字荒屋敷14－2

　　　　事　業　所　名

医療法人社団朝倉会

　　　　アサクラケアプランナー

株式会社東日本ひまわり福祉センター

白石市在宅介護支援センター茶園

白石市在宅介護支援センター八宮

白石市社会福祉協議会

　　　　　　居宅介護支援事業所

有限会社みやぎ介護センター

　　　　指定居宅介護支援事業所

〉
市
内
の
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者

17



平
成
1
2
年
4
月
か
ら

愚
蕩
の
籔
則
騨
馨
胞
堕
ま
霧

18

◆
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
概
要

　
毎
年
、
大
量
に
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ

る
一
般
廃
棄
物
は
、
い
わ
ゆ
る
”
ご
み

問
題
“
と
し
て
大
き
な
社
会
問
題
と
な

っ
て
お
り
、
そ
の
排
出
量
の
低
減
と
リ

サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
図
る
た
め
、
平
成

9
年
4
月
に
「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル

法
」
（
正
式
名
称
一
容
器
包
装
に
係
る

分
別
収
集
及
び
再
商
品
化
の
促
進
に
関

す
る
法
律
）
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
廃
棄
物
の
減
量
化
を
図
る
う
え

で
最
も
有
効
な
の
は
、
ま
ず
廃
棄
物
の

発
生
を
で
き
る
だ
け
抑
え
る
こ
と
で
あ

り
、
廃
棄
物
と
し
て
排
出
さ
れ
た
も
の

を
，
ご
み
‘
に
す
る
の
で
は
な
く
、
再
利

用
で
き
る
資
源
と
す
る
こ
と
で
す
。

　
こ
う
し
た
考
え
を
実
践
す
る
た
め

に
、
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
当
初
は
『
ガ
ラ
ス
製
容
器
』
と
『
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
』
の
分
別
が
義
務
づ
け
ら

れ
、
こ
れ
に
よ
り
、
現
在
の
分
別
収
集

を
、
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

効
果
的
な
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の

確
立
の
た
め
に
は
、
「
消
費
者
が
分
別

排
出
」
し
「
市
町
村
が
分
別
収
集
」
し

「
事
業
者
が
再
商
品
化
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
」

す
る
な
ど
の
社
会
全
体
で
の
取
り
組
み

が
大
変
重
要
と
な
り
ま
す
。

◆
今
後
の
分
別
収
集
に
つ
い
て

　
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
は
、
平
成

12

年
4
月
か
ら
完
全
施
行
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
資
源
ご
み
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
分
別
方
法
よ
り
さ
ら
に
細
分
化
さ

れ
る
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
可
燃
ご
み
と
し

て
処
理
し
て
い
た
『
紙
類
』
の
分
別
も

加
わ
り
ま
す
。

　
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
今
ま
で
と
今

後
を
比
較
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

★
今
ま
で
は

O
可
燃
ご
み

○
不
燃
ご
み

O
資
源
ご
み

　
（

　
　
①
缶
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

　
　
②
び
　
ん
　
類

4
月
か
ら
の
こ
み
の
区
分
と
出
し
方
に
つ
い
て

◇
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
紙
類
に
つ
い
て

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
缶
と
一
緒
に
袋
に
入
れ
て
収
集
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
今
後
は
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
み
で
収
集
と
な
り
、
収
集
日
も

異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
あ
っ
て
も
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
マ
ー
ク
が

缶
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
に

な
り
ま
す
。
）
な
お
、
キ
ャ
ッ
プ
を
燃

や
せ
な
い
ご
み
で
出
す
の
は
、
従
来
通

り
と
な
り
ま
す
。

☆
紙
類
の
分
別
と
出
し
方
に
つ
い
て

は
、
　
左
記
の
方
法
に
な
り
ま
す
。

◇
紙
類
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
つ
い
て

紙
類
の
分
別
収
集
に
伴
い
、
持
ち
込

み
場
所
と
し
て
、
地
区
は
各
公
民
館
敷

地
内
、
市
内
は
中
央
公
民
館
敷
地
内
ほ

か
一
カ
所
を
予
定
し
、
紙
類
を
一
時
保

管
す
る
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
設
置
い
た

し
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
各
ス
ト
ッ

ク
ヤ
ー
ド
に
持
ち
込
み
く
だ
さ
い
。

今
後
も
市
民
の
皆
様
に
は
、
平
成
1
2

年
4
月
の
開
始
に
向
け
て
、
広
報
や
チ

ラ
シ
等
で
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

白
石
市
民
生
部
生
活
環
境
課

環
境
対
策
係

宙
2
2
1
1
3
1
4

★
今
後
は
（
平
成
1
2
年
4
月
か
ら
）

O
も
や
せ
る
ご
み

O
も
や
せ
な
い
ご
み

O
資
源
ご
　
み

　
〔

　
　
①
缶
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

　
　
②
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

　
　
③
び
ん
類

　
　
④
紙
類

　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
a
新
聞
紙

　
　
　
　
　
　
b
雑
誌
・
本

　
　
　
　
　
　
c
紙
パ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
d
ダ
ン
ボ
ー
ル

類

雑誌・本

　　紙

新聞紙

新聞紙には折り込みチラシを含みます。

雑誌類は、菓子箱、ティッシュ箱、事務用紙、雑

布類を含みます。ただし、防水加工服、ビニール

系、毛糸類、毛布類はもやせるごみの日に出して
ください。

　　紙ノ璽ツク　　　　　　ダンボー’レ

60cm以内の大きさに
たたみ込む。

牛乳、ジュース等の

紙パックで内側の白
いものに限る。

☆いずれもモ文字にひもとじする二と。

☆収集日が雨や雪の場合は、ストックヤード

　や次回の収集日に出してください。

　やむを得ない場合は、資源ゴミの袋に入れ

　て出してください。

げ一
■

“

県民税の申告相談●市民税

★申告を必要とする方　　　　　　　　●所得のなかった方も、申告書の裏　　★所得税の確定申告

　今年の1月1日現在、市内に住所　　　面に、所得のなかった事由を書い　　　所得税の確定申告は、平成11年中

を有している方は、原則として申告　　　て提出してください。　　　　　　　の所得と、それに対する所得税の納

書を提出しなければなりません。　　　●税務署に所得税の確定申告書を提　　め過ぎや、不足分を精算するための

〔該当者〕　　　　　　　　　　　　　　　出される方や、給与支払報告書が　　申告です。

●商業・農業・製造業などの事業を　　　白石市に提出されている方は申告　　　源泉徴収票や予定納税で納め過ぎ

　営んでいる方　　　　　　　　　　　　の必要がありません。　　　　　　　になっている方、給与所得などで雑

●譲渡・不動産・配当・利子・雑収　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　損控除や医療費控除を受けられる方、

　入などの所得のあった方　　　　　　★申告に必要なもの　　　　　　　　　住宅取得控除を受けられる方、年の

●給与所得または公的年金等（国民　　　　申告には次のものが必要です。　　　中途で退職し、その後就職しないた

　年金、厚生年金、農業者年金、各　　●所得の状況が明らかな帳簿や領収　　め年末調整を受けなかった方などは、

　種共済組合年金など）による所得　　　書、またはこれらが確認できるも　　確定申告をしなければ、納め過ぎに

　以外の所得のあった方　　　　　　　　の（計算資料など）　　　　　　　　なっている税金は還付されません。

●給与または公的年金等で、2カ所　　　●配偶者・扶養親族などの収入額が　　　税金の還付を受けられる方は、2

　以上の所得のあった方　　　　　　　　　わかるもの　　　　　　　　　　　　　月15日以前でも、税務署で申告書を

●給与所得者または公的年金等所得　　　●医療費などの受領書　　　　　　　　受け付けていますから、早めに申告

　者で、事業所または公的年金等支　　●生命保険料・損害保険料などの支　　をして還付を受けてください。

　払者から、給与支払報告書、また　　　払証明書など　　　　　　　　　　　　なお、印鑑（預金通帳に使用のも

　は公的年金等支払報告書が白石市　　●印　鑑　　　　　　　　　　　　　　の）と預金通帳（郵便貯金通帳も可）

　に提出されていない方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を持参のうえ申告してください。

　　　　　　　　　　　市・県民税申告相談日程表
　　　　　　（2月3日から3月15日　　午前9：00～11：00　午後1：00～4：00）

　月日会場　　序　曼自治会←　赫　　月日会場　 ＿　＿自治会、．
　　　午　　後

山根

蔵王、不忘、川原子

酪農事業者
（福岡全地区）

北区、三住

滝下

南町

たばこ耕作者
（全地区）

西益岡、寿町
清水小路

柳町

郡山

鷹巣、小下倉

寿山

　　午　　前
沖

八宮、芹沢

西区上、南区

西区下、東区

滝上、尾箆、岩ノ上

本町、中町、長町
亘理町

田町

短ヶ町、新町、中益岡
東益岡

本郷第1、旭町

本郷第3

本郷第2、本郷第4

上郡山

緑が丘

福岡
公民館

深谷
公民館

上記日程で申告できなかった方

市
役
所
大
会
議
室

月　日

24（木）

25（金）

28（月）

29（火）

3／1（水）

2（木）

3（金）

6（月）

7（火）

8（水）

9（木）

10（金）

13（月）

14（火）

15（水〕

　　午　 後

赤井畑、大熊、塩倉

猿鼻、赤坂、湯元
明戸、小久保平

1区、8区、9区

4区、5区、6区

4－1区、4－2区

7－1区、7－2区
8区

3区、4区

7区

10区

3区、4区、6区

9区、10区、11区
12区
2区、4区

6区、7区

鎌先、弥治郎、大網

　　午　　前
上戸沢、下戸沢
冷清水

東、中北、新町

大平2区、3－1区

大平3－2区、7区

斎川1区、2区
3区

斎川5区、6区

越河1区、2区

越河5区、6区

越河8区、9区

大鷹沢1区2区
田中

大鷹沢5区、7区、8区

自川1区

白川3区、5区

上原、下原、山ノ下

小原
公民館

大平
公民館

斎川
公民館

越河
公民館

沢
館

鷹
民

大
公

白川
公民館

福岡
公民館

月　日

2／3（木）

4（金）

7（月）

8（火）

9（水）

10（木）

14（月）

15（火）

16（水）

17（木）

18（金）

21（月）

22（火）

23（水）

O今後、地方税が改正されることもありますのでご注意ください。

O申告期限が近くなるほどに待ち時問が長くなります。日程表による指定日に都合の悪い方は、できるだけ当該地区会
　場で、早めに申告してください。

Oこの申告は、市民税・県民税が算定されるばかりでなく、国民健康保険税の算定・児童手当・重度心身障害者医療費
　等の支給基礎算定のほか、収入・所得など各種証明の資料となります。

O市税の納付は口座振替が便利です。ご希望の方は申告会場に「預金通帳・印鑑・納税通知書」をご持参ください。

●お問い合わせ先　税務課市民税係　宙22－1313
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騒墨『「

Φ．　
　
　
　
　
ド

の
　
　
　
伽

一
　
　
づ

リロ
　
　
南

勧
　
皿洋風ご飯蒸し

〈
作
り
方
〉

0
鍋
に
水
2
カ
ッ
プ
を
入
れ
火
に
か
け
、

　
固
形
ス
ー
プ
を
入
れ
て
煮
溶
か
し
、

　
し
ょ
う
ゆ
、
塩
、
こ
し
ょ
う
で
昧
・
つ

　
け
し
、
冷
ま
し
て
お
く
。

②
卵
を
割
り
ほ
ぐ
し
、
①
に
少
し
ず
つ

　
混
ぜ
る
。
（
ふ
き
ん
で
こ
す
と
な
め

　
ら
か
に
な
り
ま
す
。
）

0
エ
ビ
は
背
わ
た
を
と
り
殻
を
む
き
、

　
ほ
た
て
貝
柱
は
厚
み
を
半
分
に
切
る
。

④
器
に
ご
飯
を
盛
り
、
ほ
た
て
貝
と
エ

　
ビ
、
ミ
ッ
ク
ス
ベ
ジ
タ
ブ
ル
を
の
せ

　
る
。
②
の
卵
汁
を
注
ぎ
入
れ
、
蒸
気

　
の
上
が
っ
た
蒸
し
器
で
1
2
～
1
5
分
蒸

　
し
、
で
き
あ
が
り
に
貝
割
れ
菜
を
飾

　
る
。

　　　　　　　　　　　　　　ヘルスメイト白石

　材料4人分
ご飯……・・茶わんに軽く4杯

エビ・………………ゆ8尾

ほたて貝柱水煮缶…一…4個

ミックスベジタブル・……100g

卵・一一…　じ・一一一…　一3イ固

固形スープ………・…・2個

しょうゆ…・…………少々

塩………・………・少々

こしょう……………・少々

貝割れ菜…・…・……少量

河村　文子さん　ノ

　　　（越河）
　　　　　ノ
　　　　　！
　　　　／　　　　！
　　　！　　　！

　
　
　
　
と
・

　
　
　
　
者

　
　
　
　
齢

　
　
　
　
高
、

　
年
を
取
れ
ば
誰

ち
に
支
障
が
出
て

い
こ
と
で
す
。

　
当
然
、
服
用
す

て
き
ま
す
。

　
お
年
寄
り
の
健

に
は
、
薬
の
飲
み

と
が
大
切
で
す
。

●
錠
剤
・
カ
プ
セ

　
あ
ら
か
じ
め
、

を
湿
ら
せ
て
か
ら

の
せ
て
、
コ
ッ
プ

ぬ
る
ま
湯
で
ゆ
っ
．

　
何
種
類
か
の
違

き
に
は
、
全
部
を

ず
、
一
種
類
ず
つ

う
に
し
ま
し
よ
う

ル
剤
の
場
合

少
し
の
水
で
口
の
中

一
、
舌
の
中
央
に
薬
を

一
杯
く
ら
い
の
水
か

く
り
飲
み
下
し
ま
す
。

陶
う
形
の
薬
が
あ
る
と

二
度
に
飲
も
う
と
せ

確
実
に
飲
み
下
す
よ

康
を
維
持
す
る
た
め

方
に
も
気
を
配
る
こ

で
も
、
体
の
あ
ち
こ

く
る
の
は
仕
方
の
な

る
薬
の
種
類
も
増
え

●
散
剤
・
穎
粒
剤
の
場
合

　
包
装
を
ハ
サ
ミ
な
ど
で
飲
み
や
す
い

形
に
切
っ
て
準
備
し
て
か
ら
、
や
は
り

少
し
の
水
分
を
口
に
含
ん
で
湿
ら
せ

て
、
薬
を
舌
の
中
央
に
の
せ
、
コ
ッ
プ

↓
杯
の
水
分
で
ゆ
っ
く
り
飲
み
下
し
ま
す
。

　
薬
を
気
管
に
入
れ
て
む
せ
た
り
し
な

い
よ
う
、
飲
む
前
に
呼
吸
を
静
か
に
す

る
こ
と
も
大
切
で
す
。

くすり」

白
石
市
薬
剤
師
会

会
長
　
　
　
上
西
　
安
武

口

園Q
昨
年
4
月
に
「
訪

関
す
る
法
律
と
割
賦
販

さ
れ
、
1
0
月
2
2
日
か
ら

た
。
ど
の
よ
う
に
改
正

よ
う
か
。

へ
近
年
、
エ
ス
テ
テ
．

外
国
語
会
話
教
室
な
ど

ー
ビ
ス
取
引
に
お
い
て

な
勧
誘
な
ど
に
よ
り
不

ま
ま
契
約
を
し
て
し
ま

解
約
を
な
か
な
か
認
め

る
な
ど
の
消
費
者
ト
ラ
、

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

を
図
る
た
め
、
昨
年
4

が
改
正
さ
れ
、
1
0
月
2
2

れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
法
の
規
制
対

ビ
ス
（
特
定
継
続
的
役

テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ロ
ン
、
一

室
、
学
習
塾
、
家
庭
教

で
、
金
額
が
5
万
円
を
…

2
カ
月
（
エ
ス
テ
は
ー

る
契
約
で
す
。

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は

0
消
費
者
が
十
分
な
情

む し
問
販
売
法
等
に
　
に
、
契
約
締
結
前
と
契
約
時
に
書
面
の

売
法
」
が
改
正
　
交
付
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

施
行
さ
れ
ま
し
　
0
契
約
締
結
後
、
8
日
以
内
で
あ
れ
ば

さ
れ
た
の
で
し
　
無
条
件
で
契
約
解
除
（
ク
ー
リ
ン
グ
・

　
　
　
　
　
　
　
オ
フ
）
が
で
き
、
関
連
の
商
品
も
併
せ

イ
ッ
ク
サ
ロ
ン
、
　
て
解
除
で
き
ま
す
。
自
分
か
ら
営
業
所

の
継
続
的
な
サ
　
に
出
向
い
て
契
約
し
た
場
合
で
も
適
用

は
、
言
葉
巧
み
　
に
な
り
ま
す
。

安
定
な
意
志
の
　
0
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
問
が
過
ぎ
て

っ
た
り
、
中
途
　
も
、
理
由
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
中
途

な
い
業
者
が
い
　
解
約
が
で
き
ま
す
。
そ
の
と
き
の
解
約

ブ
ル
が
急
増
し
　
手
数
料
（
損
害
賠
償
）
の
額
に
つ
い
て

ト
ラ
ブ
ル
解
決
　
も
上
限
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

月
に
前
記
の
法
　
0
支
払
い
方
法
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
利

日
か
ら
施
行
さ
　
用
割
賦
購
入
あ
っ
せ
ん
に
該
当
す
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
事
業
者
が
倒
産
し
て
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

象
に
な
る
サ
ー
　
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
き
に
は
、
ク
レ
ジ

務
）
は
、
エ
ス
　
　
ッ
ト
の
請
求
を
拒
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

外
国
語
会
話
教
　
　
中
途
解
約
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

師
派
遣
の
4
種
　
か
ら
と
い
っ
て
、
安
易
に
契
約
を
す
る

超
え
、
期
間
が
　
の
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
契
約
書
を
よ

カ
月
）
を
超
え
　
く
読
み
慎
重
に
契
約
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
⑭
消
費
生
活
相
談
室

　
　
　
　
　
　
　
　
（
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）

報
を
得
る
た
め
　
　
霞
2
2
1
0
7
8
3

朗
問
販
売
法
等
に

鰍
売
法
」
が
改
正

⊃
施
行
さ
れ
ま
し

皿
さ
れ
た
の
で
し

・
イ
ッ
ク
サ
ロ
ン
、

⊂
の
継
続
的
な
サ

曳
は
、
言
葉
巧
み

↑
安
定
な
意
志
の

琢
っ
た
り
、
中
途

の
な
い
業
者
が
い

ノ
ブ
ル
が
急
増
し

リ
ト
ラ
ブ
ル
解
決

佳
月
に
前
記
の
法

晶
日
か
ら
施
行
さ

測
象
に
な
る
サ
ー

収
務
）
は
、
エ
ス

外
国
語
会
話
教

歌
師
派
遣
の
4
種

ぜ
超
え
、
期
間
が

⊥
カ
月
）
を
超
え

佃

、〉

な い 子

　　全霞桑倉

の

々

つ

2

訪問販売法・割賦販売法
改正について

今回の3歳6カ月児健診で虫歯の無かったお子さんです。

珊

目
ン
油
ゆ
米
乳
肉
ろ
び
ん
ぎ
ん

パ
用
、
菱
　
ぐ
窟
麗

品
食
食
し
う
牛
牛
ま
え
に
ね
だ

普通品（1斤入り）1袋
　規　　格

サラダ油（食用調合油〉ポリ容器入り、1，500

濃口しょうゆ、JAS特級本醸造、ポリ容器入り、1召

離県産ひとめぼれ100％IOk騒（5kgは換算可1

1召、紙パック入り

ロース、チルド！00
赤身、切身（刺躯）きはだ又はめばち100

輸入品、無頭、長さ8～10cm、100

普通品lk

普通品1k

普通品1k

平均価格

　134
　448
　248
2，030

　191
　580
　448
　689
　100
　125
　100

其前年同月比　高蛋直

　　　168＋　3
　　　498　0
　　　248
　　2，080
　　　198＋　20

　　　580
　　　498
　　　980
　　　100
　　　150
　　　100

安値
100

398

248

1980
185

580

398

398

100

100

100

品　目
プロパンガス

灯油（店頭）

灯油（配達）

軽　油
ガソリン
洗濯用洗剤

シヤンプー

ビデオテープ

クリーニング

チーズ
鶏　卵

一般家庭用、10皿㎡
　規　　格

！8召

184
14、店頭価格、現金売り
14、レギュラーガソリン、現金売り

合成洗剤、高密度粉末1，2k　（1，5kでも可）

液体、ポンプタイプ、700－780”4

VHS、録画時間120分、スタンダードタイフ、3翻、換算可

長袖ワイシャツ1枚、綿あるいは締混紡、店頭渡し

固形、プロセス、箱入り、200～225

Mサイズ、10個入り1パック

調査年月日：平成11年12月1日
平均価格　　　　高値　　　　　　安値　　対前年同肋

　5，372　　　　5，600　　＋200　　　　　　　5，144
　673　　　　　720　　＋103　　　　　　　626
　724　　　　　738　　　　　　　711　　＋　34
　78　　　　　78　　　　　　　78　　＋　2
　96　　　　　98　　＋　4　　　　　　　95
　298　　　　　298　　　　　　　298　　＋134
　639　　　　　698　　　　　　　580
　549　　　　　649　　　　　　　450
　170　　　　　　　150　　　　　190　　　86
　　　　　　　298　313　　　　　328
　208　　　　　208　　　　　　　208

ずっと健康な歯でいてね！
大槻　　諒くん　　（清水小路）

庄司　賢哉くん　　（田町）

佐藤　隆哉くん　　（新館町）

鈴木　里美ちゃん（福岡深谷）

佐久間若帆ちゃん（旭町）

成海　諒也くん　　（城南）

朝野　颯斗くん　　（田町）

佐藤　亜紀ちゃん（白川津田）

竹内てれさちゃん（東大畑）
轟、

t
．
『

皿
　
［

　
ヒ
～
－
匠
～
＝

浅野　　楓くん　（東町〉

金子　花純ちゃん（松ケ丘）

井村　友香ちゃん（東大畑）

渡邉　芽衣ちゃん（東町）

鷲尾　　豪くん　　（大鷹沢大町）

秋田　雛子ちゃん（福岡長袋）

斎藤　　淳くん　　（福岡深谷）

佐藤　涼花ちゃん（上久保）

z
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・
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一酔．搏、画解τ，甲 ン乙瓢
響　　　　　　　　　　　　　　　　　＿ ＿慧、凱

　　　．．、1鹸慕㌃。，レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　盤

．虫歯を早く治しτ

　　メタソ〃をもらおう1

虫歯ができてしまったら治療しなけ

れば治りません。特に、子供の虫歯は

進行が早いので、早めに治療すること

が大切です。

そこで、平成10年4月から「むし歯

のない子」の対象児に治療を終了した

お子さんも含まれることになりました。

ぜひ、虫歯があるお子さんも3歳6カ

月健診までに、虫歯を治してメダルを

もらいましょう。
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古典芸能伝承の館　碧水園宙．齪与794g

～新春碧水園能～喜多流青年能
1月の休館日　1～3・10・17・24・31日

●日時　1月22日（土）

　　　開場12＝30、開演13：30

●会場　碧水園能楽堂

●主催　碧水園能に親しむ会実行委員会

●入場料　5，000円（全席自由）

一能「高砂」・仕舞「俊成忠度」ほか
　　　　　やせまつ　　　　　つち　く　も
　和泉流狂言「痩松」・能「土蜘蛛」一

小・中・高校生のための
仕舞と狂言特別公演

●日時　1月22日（土）

　　　開場10：00、開演10130

●会場　碧水園能楽堂

●入場料　中・高校生500円

　小学生300円、大人1，000円

　一仕舞「土蜘蛛」
　　　　　　　　カしきやまドニャし
　　　和泉流狂言「柿山伏」

、、一碧水園茶会（初釜）

　新しい年のスタートは、心静かに

お茶から始めてみませんか。

●日時　1月16日（日）

　　　10：00～15：00

●お茶券　500円

どなたでも気軽にお茶を楽しめます。

冒 スパッシュランドしろいし 宙29－2326
圃29－2328

お正月は温泉でゆっくり、ゆったり

『スパッシュランド”へどうぞ’

Oお正月は元旦より営業いたしま
す。

O『新春特別企画』

　～初笑い、「お年玉抽選会」～

　全員が当たる、はずれクジなし。

景品盛りだくさん用意してます。

（元旦のみ先着200名様）

1月の休館日　12日（水）・26日（水）

O冬期問は運動不足になりやすいの

で、スパッシュランドのプールや

温泉を利用して運動不足を解消し
ましょう。

O無料送迎バス運行

　1月1日～3日の3日間は、無料
送迎バスを運行いたしますので、お

気軽にご利用ください。

弥治郎こけし村1囎臨宙圃2δ3gg3

O新年！月2日・3日は、
　特別開村いたします。

　（10：00～14：00）

O平成12年度こけし初挽き

・日時　1月2日10：30～

・場所　弥治郎こけし神社

・初挽者　鎌田孝志工人

　　　　　　え　ど　こ　ま
O昔懐かしい”江戸独楽展”

　PARTI　1月30日（日）まで

　PART皿
　2月1日（火）～3月26日（日）

○第6回「雛の宴展」

　2月5日（土）～3月5日（日）
　（9：00～15＝30）

　ただし2月9日、23日はf木ネ寸日

● 片倉家中武家屋敷「1日小関家」齪ヰ2162

武家屋敷催事『七草の会』～みんなで食べよう！七草粥～
●日時　1月7日（金）11＝00～13：00

●主催　臼石市教育委員会

　　　白石市文化体育振興財団

●内容　七草粥を作り、武家屋敷来

観者等に食してもらう。
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●講師

　自石市食生活改善推進員会会員

●お問い自わせ先

　教育委員会社会教育課

　文化財係　宙22－1343

ばひ

LIBRARY　NEWS
　★今月の書棚★

難・〆…一』「

噛額鞍語　

1．もののなまえずかん
2，あいうえおえほん

3．うごきのあることばずかん
4．ようすのことばずかん

5．カタカナあいうえお

　　■新着図書案内30選■

　わたしの良寛　　　　　　　榊莫山著
　できることからはじめよう

　　　　　　　　小山内美江子著
3．　数学オリンピック

　　　　　数学オリンピック財団編
4，　束北の山と森

　　　山を考えるジャーナリストの会編
　魚のさばき方事典　　　中問弥寿雄著
　　とってもおいしい使いきりおかず

　　　　　　　　　斉藤宏子著
　パッチワークのバック　　　内藤朗編
　簡単手づくり　おなじみ素材でインテ
　　リア雑貨　　　　　　　　重野洋子著
9．　世界遺産の旅　　　　　　　小学館編

10．寄り道ビアホール　　　篠田節子著
11．　片目を失って見えてきたもの

　　　　　　　　　　ピーコ著
12．　三つの都の物語　　　　　塩野七生著

13．　グリム童話より怖い日本のおとぎ話

　　　　　　　　　中見利男著
14．　山河寂蓼（上）（下）　　　杉本苑子著

15．　女龍王神功皇后（上）（下）　黒岩重吾著

16．　夜を待ちながら　　　　北方謙三著

17、　躯　　　　　　　　　　　乃南アサ著

18．　ひまわりの森　　トリイ・ヘイデン著

19．　ゴールド・マウンテン　リサ・シー著

20．　ドラえもんの車いすの本

　　　　　　　共用品推進機構編
21．　こども宇宙・天文新聞　　浅田英夫著

22．　木の実のノート　　　いわさゆうこ著

23．　メロンのじかん　　　　まどみちお著

24．　王さまのびっくりピザ

　　　　　　　たかしまなおみ著
25．　のうさぎホップのまほうのいし

　　　　　　　　　なとりちづ作
26．　わたし魔女になりたい！　寺村輝夫作

27，　ぼくたち　おやこは　だいくさん

　　　　　　　パウル・マール絵
28．　ピーマンマンとドクター・ダマカス

　　　　　　　　さくらともこで乍
29．　ちいさくなったパパ　ウルフ・スタルク作

30．　わたしのグランパ　　　　筒井康隆著

　　◆図書館利用案内◆
開館時間　　火～土曜日9時～17時

　　　　日曜日　　10時～16時
1月の休館日

　1日～4日、10日、17日、24日、
31日（月末休館日）

お問い合わせは　圃・宙25－3720

「ALTA　shiroishi」勤労青少年ホーム

超ビギナーのための「スノーボード教室』開催！！

　スノーボードの基本からゆっくり

じっくり教えます。初心者でもみん

なで習えば安心です。

●目時　1月30日（日）10：00～15：00

●場所　みやぎ蔵王白石スキー場

●募集人数　20名

●受講料　2，500円

（昼食、リフト券、スノーボード等

のレンタル料は別です）

●申し込み締め切り　1月21日

スノーボードサークル「1／9」
会員募集！！

　1999年の1月9日に結成されたば

かりの新しいサークルです。会員は

ほとんどスノーボード初心者。活動

は不定期ですが、シーズン中のほと

んど毎週末スノーボードに行ってい

ます。

☆お申込み方法☆

O講座、サークルともご来館または

お電話でお申し込みください。

（講座のお申し込みは先着順となり

ます。申込者が少ない場合は開講し

ない場合もあります。）

O受付時間は13：00から21100です。

　（日曜、祝祭日を除く）

こ働く婦人の家 　薗25．6593　　1月の休館日
　　　　　　　1（土）～3（月）
圃・宙25－5095　　9（日）．17（月）。23（日）

「紅茶教室』紅茶を美昧しくi 腕試し1「男の料理教室』

●日時　1月25日（火）10：00～12：00

●会場　白石市働く婦人の家

●講師　遠藤直子先生

●参加料　1，500円

●内容　身近な存在でありながら、

実はまだよく知られていない「紅茶

の世界」へ一緒に踏み出してみませ

んか。

※託児あります。

　一人暮らしのあなた！奥様に料理

を任せっきりのあなた！本気とやる

気で料理の基本を学びませんか。

●日時　　1月28日（金）・2月4日

（金）・25日（金）・3月10日（金）の計4

回（いずれも18：30～21：00）

●会場　白石市働く婦人の家

●講師　半沢誠子先生

●参加料無料
（ただし、材料費のみ各自負担）

● いきいきプラザ お問い合わせ、お申し込みは…

　　　　　　露22－1635

「市民ギャラリー』からのお知らせ
1月の休館日　1～4・11・17・24・31日

　写真展示用額（40×45）を15面整

備しました。

家に眠っている素晴らしい作品、

これから撮ろうと思っている作品、

あなたの自慢、思い出の作品を市民

ギャラリーに展示しませんか。額を

無料でお貸しします。詳しくは、電

話でお問い合わせください。

「市民ギャラリー』展示こ案内

★書道

　1／12（水）～1／26（水）

　［働く婦人の家サークル］

★フリーマーケット

　1／22（第4土曜日）

　8：30～12二〇〇

『リサイクル工作教室』参加者募集

　　牛乳パックで作る菓子器一
●日時　1月22日（土）10：00～11＝30

●定員10名

●参加費無料

●持ってくる物　1’牛乳パック3

本、ものさし、ボールペン

　参加希望者は、電話（宙22－1635）

でお申し込みください。

＠
白石高校定時制

社会人推薦入学者募集

　4年間、定時制の生徒と一緒に学

んでみませんか。

●応募資格　県内の同一事業所に3

年以上勤務した方。（自営業、主婦

も含む。年齢不問）

●出願期間　1月14日～1月21日

●面接日　1月28日（金）

●お問い合わせ先

　白石高校定時制　宙25－3154

雪山親子のつどい

●対象　小・中学生のいる家族

　　　30組（100名）

●期日　2月19日（土）～20日（日）

●場所　蔵王少年自然の家

●内容　スキー活動、火祭りなど

●経費　1人2，500円

　（食事代、寝具代、保険料など）

●お申し込み・お問い合わせ先

　1月21日（金）9：00から電話で受け

付けします。（先着順）

　蔵王少年自然の家　宙34－2101

自作視聴覚教材

コンクール2000
●日時　　1月20日（木）　9：00～

●会場　仙南地域広域行政事務組合

　　　総合庁舎3階研修室

●募集作品

　スライド、録画、T　P、コンピュ

　ータソフトなどの自作視聴覚教材

・作品は未発表のもので、スライド、

　録画、T　Pは20分以内、コンピュ

　ータは15分以内でプレゼンテーシ

　ョン

・仙南広域圏内に居住または勤務

　し、制作販売を業としない者

●申込期限　1月13日（木）

　F　A　Xでの申し込みも可

※コンクールの視聴もお待ちしてお

　ります。

●お問い合わせ先

　視聴覚教材センター

　宙0224－52－3433　　圃0224－52－2660
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　　　上から

　　　おL　し上げます

　生活基盤の整備や福祉事業のた

め、次の方々からご寄付をいただき

ました。紙上からお礼申し上げます。

東北電力㈱白石営業所所長　村井祐

司氏、日本ケーブル㈱取締役社長

大久保雅由氏、東洋殖産㈱代表取締

役　阿部昭重氏、高子幸一氏、高子

光一氏、馬場三夫氏、佐藤とし子氏、

佐藤治氏、佐藤弘美氏、松野俊悦氏

のんぴり遊べる
　　　あったかさがいいね1
自石スキー場からのお知らせ

◆ちびっこスキー教室

O対象　市内の小学生（先着25名）

○日時　1月6日（木）

　　　1月7日（金）

○料金　1日2，000円

◆ママさんスキー教室

O対象　市内のママさん（先着25名）

O日時　　1月19日（水）

　　　2月16日（水）

O料金　1日3，000円

〈タイムスケジュール〉

8：30　白石駅集合・出発

9＝00　自石スキー場着

　　　レンタルスキー等準備

10：00～11：30レッスン

11：30～12＝30昼食

　　　　（カレー十とん汁）

12130～14：30レッスン

15：00　スキー場出発

15：30　白石駅着

※スキー場内では、すべてインスト

　ラクターが対応いたします。

●お申し込み・お問い合わせは

　白石スキー場　肉24－8111
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辰業委員会選挙人名簿の登録申請

　農業委員会選挙人名簿は、平成12

年1月1日現在の状況を1月11日ま

でに提出される農業委員会委員選挙

人名簿登載申請書に基づいて作成さ

れます。

選挙権を有する方

O市内に住所を有し、年齢満20年

（昭和55年4月1日までに生まれた

方）以上で、次の要件を備える方で
す。

①10アール以上の農地につき、耕作

　の業務を営む方

②その方の同居の親族（6親等内の

　血族または3親等内の姻族）また

　は配偶者であって、年問におおむ

　ね60日以上耕作に従事する方

③10アール以上の農地につき、耕作

　の業務を営む農業生産法人の組合

　員または社員で、年間におおむね

　60日以上耕作に従事する方

○他の市町村に転出した方であって

も、次の場合は有資格者となります。

①農閑期等のための一時的出稼ぎと

　認められる方。

②特別の事情により臨時手伝い等の

　ため、一時不在となった方。

③疾病、負傷等により入院加療中の

　営業主（同居の親族または配偶者

　の場合は、平成11年1月1日から

　同年12月31日までの問に60日以上

　耕作に従事したと認められる方）

※登載申請書の提出のない場合は、

農業委員会委員選挙人名簿に登載さ

れませんので、投票やリコール請求

ができなくなります。

　登載申請書は、農業委員会協力員

（自治会長等）が12月下旬に配付し

1月上旬に回収されます。

　1月上旬までに申請書が届かなか

ったり、不明の点は農業委員会事務

局（翁22－1256）へお問い合わせくだ

さい。

★選挙人名簿の縦覧について

●縦覧期間

　2月23日～3月8日（15日間）

●縦覧場所

　白石市選挙管理委員会事務局

2…年世界農林業センサス

　農林水産省では、2月1日現在で

「2000年世界農林業センサス」
を実施します。

　この調査は、わが国の農林業の実

態を明らかにする最も基本的な調査

で、全国の農家や山林保有事業体な

どを対象として行う「農林業に関す

る国勢調査」ともいうべき大切な調

査です。

　調査に当たっては、調査員がお持

　　　石宮城県支部

　　　白石市地区よりお礼

ちする調査票に、農林業の経営状況

などを記入していただきますが、調

査で得られました個人情報は、税務

など統計を作成する目的以外に使用

することは、法律で固く禁じられて

いますので、ありのままをご記入し

ていただきますようお願いします。

●お問い合わせ先

　振興課統計係　宙22－1324

　　　育園入所児の

　　　受付を始めます

　11月18日、自石第一小学校より台

湾地震被災者のための救援金17，394

円のご寄付がありました。

　この救援金は3年生のクラスから

募金の話しが出て、青空児童会で全

校児童に呼びかけて集められたお金

です。

　日赤白石市地区では、児童たちの

真心が込められた救援金を宮城県支

部に送金しました。ありがとうござ

いました。

　4月に保育園へ入所する児童の受

け付けを始めます。入所を希望され

る保護者の方は、関係書類を添えて

生活環境課または各保育園へお申し

込みください。

※詳細は広報しろいし12月号をご覧

　くださL㌔

●受付期間　1月7日（金）～

　　　　　平日8：30～17：15

●お問い合わせ先

　生活環境課保育係　宙22－1314

文化体育活動センター〔ホワィトキューブ〕謡…茎二握§8
1月の休館日　1～5・12・19・26日

NHK交響楽団　白石公演 佐藤しのぶの夕べ
　世界に誇る日本を代表するオーケ

ストラ、「N　H　K交響楽団』による

コンサート。

●日時　1月12日（水）

　　　開場18：00、開演18：30

●料金囲　全席指定　8，000円

●出演　指揮：渡邊一正

ヴァイオリン：梅津美葉

●プログラム　サラサーテ作曲／

　カルメン幻想曲

ドヴォルザーク作曲／

　交響曲第8番ト長調ほか

◇託児あり（要予約）

　3歳～小学校低学年（1月6日ま
でお申し込みください。）

第33回バスケットボール日本リーグ「白石シリーズ」

●開催日時　2月27日（日）15：00～

●カード　いすゴv　s愛知機械

※試合当日は、無料シャトルバスを

　運行します。

　J　R白石駅発①13：20②13：50

・キューブ発　①17：30

●料金囲

　日本を代表するオペラ歌手・佐藤

しのぶが『白石子守歌』やオペラ

『声』などを歌います。

●日時　3月4日（土）

　　　開場18：00、開演18：30

●料金囲　全席指定　5，000円

●司会・お話　三枝成彰

●出演　ソプラノ／佐藤しのぶ

　ピァノ／森島英子

●プログラム　林真理子作詞・西村

直人作曲／自石子守歌

ジャン・コクトー台本・プーランク

作曲／オペラ『声』ほか

◇託児あります（要予約）

般

高校生
中学生
小学生以下

前売券

1，500円

1，000円

800円
600円

当日券

1，800円

1，200円

1，000円

800円

http：／／www．area．ci取．shiroishi．miyagijp／cube／

cubeOO1＠area．city、shiroishi．miyagijp

情報センター〔アテネ〕 開館時間

水～日曜日9：00～17100

1月の休館日（毎週月・火曜日）

1～4・10・11・17・18・24・25・31日

宙22－1500　圃22－1502

「パソコン講習会』開催のお知らせ

　これまでに引き続き、パソコン講

習会を開催します。大変好評なため、

お早めにお申し込みください。（受

付開始、参加方法は下記のとおり）

●会場　情報センター「アテネ」

　3階・マルチメディアバザー

●対象となる方　白石市内在住者ま

たは市内に通勤、通学している方

（利用者カードをお持ちの方）

●講習会の内容（初心者コース）

　「パソコンにさわったことがない」

「パソコンはあるんだけど、操作の

仕方がわからない」という方に、ア

テネの職員が指導します。料金は無

料です。

O日時　毎週水曜日

　昼コースが14100～15二30

　夜コースが19：00～20：30

O定員　各コース6名ずつ

Oスケジュール
（昼コースと夜コース共通）

第25回　1月19日と1月26日

第26回　2月2日と2月9日

第27回　2月16日と2月23日

第28回　3月8日と3月15日

○内容　第1週目に、初歩的なパソ

コンの使い方、Windows95の基本
操作を学びます。

　第2週目は、インターネットで興

味のあるホームページを見たり、探

したりしてみます。また、電子メー

ル（E－maU）の使い方も学びます。

●参加方法　1月15日（土）より予約

の受け付けを開始し、定員になり次

第締め切らさせていただきます。情

報センター1階・事務室へ直接お申

し込みください。利用者カードを確

認させていただくため、電話では受

け付けいたしません。忘れずに利用

者カードをお持ちください。

　なお、お申し込みの際、どのくら

いパソコンを知っているかをお聞き

します。まったくさわったことがな

くても大丈夫ですので、安心してお

申し込みください。

自石市情報センターのホームページURL

hUp：／／www．city．shh・oishi．血yagijp／

athens／

アテネキッズのホームページURL

http：／／www．city，shiroishi．miyagijp／

athens／ki（is
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1月1日

内科広瀬医院宙25・0238
外科銭谷医院宙25－2010
歯科　　石川歯科医院（蔵王町）宙　32－2088

1月2日

内科海上医院宙25－1501
外科刈田病院宙25－2145
歯科　広瀬歯科医院面26－1871

1月3日

内科　　水野内科クリニック露25－2736

外科宮城医院雷25－2062
歯r科　　千木良クリニック宙26・1131

1月9日

内科広瀬医院宙25－0238
外科　　刈　田　病　院宙25－2145

歯科　三沢歯科クリニック面25－6483

1月10日

内科　海　上　医　院露25－1501

外科加藤医院歯26－2653
歯科1　村上歯科医院（蔵王町）薗　33－4125

1月16日

内科　水野内科クリニック面25－2736

外科　刈　田　病　院宙25－2145

歯科　谷津歯科医院宙26－3254

1月23日

内科　梅津内科医院宙24－3571

外科堤　医院宙25－1181
歯科　亘理歯科医院盧26－2563

1月30日

内科　　引地泌尿器季納科クIlニック宙26－2823

外科橋本医院宙25－1616
歯科　白石中央歯科医院面24－5554

※都合により変更になる場合があり

　ます。

※休日当番薬局は健康カレンダーで。

27

■人口41，408人（前月比）一44人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　帰2α33・　帰21σ8

■世帯数

　　　　　※住民基本台帳から
伸3・00611月3。日現在

糖尿病予防教室開催

　皆さんは「糖尿病」と聞いてどん

なイメージを持ちますか？日本人に

糖尿病は年々増加しており、40歳以

上の10人に1人は糖尿病の可能性が

あると言われています。

　「検診で血糖値が高いと言われた」

「糖尿病の家族がいる」「自分は糖尿

病の予備群かもしれない」「糖尿病

について知りたい」など、この機会

に生活習慣を見直して、一緒に糖尿

病予防について考えてみませんか。

●場所　白石市健康センター

●参加費無料
●持ち物　検診結果票、エプロン

※第1回目に血液検査をしますの

　で、朝食をぬいて参加ください。

●定員30名

●締め切り　1月7日（金）

●日程と内容

日　時

《第1回》

1月12日（水）

9：30～15：30

《第2回》

2月9日（水）

9：30～14：30

《第3回》

2月29日（火）

9：30～14：30

《第4回》

3月16日（木）

9：30～14：30

内　　容

血液検査
医師の講話
調理実習・昼食

講話
調理実習・昼食

　
　
食

　
　
昼

査
　
習

検
　
実

液
話
理

血
講
調

講話
調理実習・昼食
検査結果の説明

初日の出を拝む会

●お申し込み・お問い合わせ先

　健康推進課　雷22－1362

　　　　第37回白石城一周

兀旦マラソン

　白石城天守閣で初日の出を拝みま

せんか？

●日時　1月1日（元旦）

　　　6：30～7：30（開門6：30）

●主催　働白石市文化体育振興財団

●入場料無料

※危険防止のため入場制限を行う場

　合があります。

※当日、9100よりの天守閣有料入館

　者先着50名に白石城絵はがきを贈

　呈いたします。

●お問い合わせ先

　白石城　面24－3030

市内の交通事故11／罧鱈

●日時　1月1日（土）

　　　7＝00スタート

●コース　白石城大手門前→女子高

正門前→沢端川→武家屋敷前→八幡

神社下→白高正門前→益岡公園（自

高通用門前）→白石城大手門前

（白石城一周、約2．5km）

※タイムを競うものではありません。

　どなたでも自由に参加ください。

※全員完走後、神明社にておはらい

　を受け解散。

●お問い合わせ先

　白石高校陸上競技部O　B会

　渡辺知治　宙25－2225

　融

事故発生件数
死亡者数
負傷者数

物損件数

62｛牛（70“牛）

0人（　2人）
10人（158人）
53f牛　（580｛牛）

　　　際交流新春

　　　パーテイー
　　　　　第38回
　　　春囲碁・将棋大会

成人式の開催

　白石ユネスコ協会では、市内在住

の外国人の方・関係団体、市民の方

を対象にパーティーを開き、交流を

通してお互いを理解し、世界平和の

輪を広げようとするものです。

●日時　2月6日（日）11：00～

●場所　白石市中央公民館

●主催　白石ユネスコ協会

●対象者　市内在住の外国人、市民、

　　　　ユネスコ協会員

●参加費　1，000円

●お申し込み方法　1月28日（金）ま

で申込書に会費を添えて、中央公民

館までお申し込みください。（申込

書は中央公民館にあります。）

●お問い合わせ先

　中央公民館

　宙26【2453　　圃24－5377

　中央公民館主催の「新春囲碁・将

棋大会」を次のとおり開催いたしま

す。皆さん奮ってご参加ください。

●日時　1月23日（日）9；00開始

●会場　中央公民館（講座室）

●会費　1人1，000円（昼食代等）

　　※中学生以下は500円

●参加資格　市民の方

●試合方法　囲碁・将棋の部とも段

級別によるリーグ戦で行います。

●お申し込み方法　1月17日（月）ま

で申込書に会費を添えて、中央公民

館までお申し込みください。（申込

書は中央公民館にあります。）

●お問い合わせ先

　中央公民館

　翁26－2453　　圃24－5377

鐘

　中央公民館では、昭和54年4月2

日から55年4月1日までに生まれた

方を対象に、成人としての新たな出

発を祝し、成人式を開催いたします。

　該当者には案内状を発送いたしま

したので、簡素な服装でおいでくだ

さい。

●日時　1月10日（月）10：00～

●場所　中央公民館大ホール

●お問い合わせ先　中央公民館

　宙26－2453　　睡24－5377

市内イベント掲示板 （1月1日～2月6日）

開催日　　時間 イベント名 場所 有・無料問い合わせ先　備考
1月1日（祝）　　6：30～

　　　　　7：30

白石城から

初日の出を拝む会
『月7日（金）　　11：00～』七草の会

　　　　　　13：00

白石城天守閣　　　無料 白石城　　　　27ページ掲載

雷24－3030

1月9日（日）　　10：00～　碧水薗舞台開き

武家屋敷
「旧小関家」

大人　　200円
高校生以下100円

社会教育課　　　23ページ掲載

宙22－1343

園水珀
石 料無 古典芸能伝承の館『

　面25－7949
1月10日（祝）　　10：00～　成人式 中央公民館 無料 中央公民館　　　26ページ掲載

宙26－2453

1月12日（水）　　18130～　NHK交響楽団白石公演 ホワイトキューブ 全席指定
8，000円

400円

ホワイトキューブ　24ページ掲載

　薗22－1290
1月16日（日）　　10二〇〇～

　　　　　15100

碧水園茶会（初釜） 園水珀
石

古典芸能伝承の飴　　23ぺ一ジ掲載

　翻25－7949
1月22日（土〉　　　8：30～

　　　　　12：00

いきいきプラザ

フリーマーケット

いきいきプラザ
（※出席希望者は要連絡）

無料 いきいきプラザ　　22ページ掲載

　盆22－1635

1月22日（土）　　10：00～

　　　　　11：30

リサイクル工作教室

「牛乳パックで作る菓子器」

新春碧禾園能

「喜多流青年能」

いきいきプラザ
（※参加希望者は要連絡）

無料 いきいきプラザ　　22ページ掲載

　宙22－1635

1月22日（土）　　13：30～

・高校生のためあ一

狂言特別公演

園水珀
石 全席自由

5，000円

小　　　300再
中・高　　500円
大人　　1，000円

古典芸能伝承の館　23ページ掲載

　面25－7949

10130～小・中
　　　仕舞・

碧水園

1月23日（日）　　9100～　　新春囲碁・将棋大会

10：00～P紅茶教室

12：00　　～紅茶を美味しく～

中央公民館　　　1，000円 中央公民館　　　26ページ掲載

宙26－2453

1月25日（火） 働く婦人の家　　1，500円 働く婦人の家　　22ページ掲載
薗25－5095

1月28日（金）　　18：30～

　　　　　21：00

腕試し！

「男の料理教室①」

働く婦人の家 材料費のみ

各自負担
働く婦人の家　　22ページ掲載
薗25－5095

2月5日（土）　　9：00～　雛の宴展
～3月5日（日）　　16：00

弥治郎こけし村大人　　400円

　　　　　高校生以下200円
弥治郎こけし村　　23ページ掲載

　諭26－3993

2月6日（日）　　11：00～　国際交流新春パーティー 中央公民館　　　1，000円 中央公民館　　　26ページ掲載

薗26－2453
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高橋清孝くん
　（福岡小・4年）

皿
彰

サ

～些

　鮮

11月3日に中央公民館で行われた臼石市民文化祭の第30回記念ステージ「雪

乃叙情詩～甲冑堂物語」で、主役の雪乃と雲水を演じたのは、白石中学校3年

生の高橋智美さんと佐藤香菜さんです。雪乃叙情詩は、蔵王を訪れた若い修行

僧の雲水が水の精の雪乃に誘われて、白石城下や源義経にゆかりのある甲冑堂

を旅するという構成で行われました。2人とも演劇が好きで、佐藤さんは、小

学4～6年までA　Z9ジュニア・アクターズに所属、高橋さんは、中学1年生

から仙台市内の劇団に通い演劇の勉強をしています。また、今回の出演にあた

っては、演技や着物を着てのしぐさなどを学ぶため、白石市文化協会副会長で

記念ステージの総括を担当された麻生靖子さんのもとへ25回も通いました。

演じてみてどうでしたか？「古い時代の人を演じるという点で、役をつかむ

ことや、慣れない着物を着ての演技が大変でし

た。でも、客席から笑い声や拍手があったとき

はうれしかったです。」

よかったことは？「白石女子高演劇部の皆さ

んをはじめ、たくさんの人たちと出会い、励ま1

していただき、そのような中で文化に触れるこ

とができて、本当によい経験になりました。」

将来の夢は？「（高橋）話すことが好きなので、

声優になって人を感動させたいです。（佐藤）人

を変身させる、違う自分を見つけさせてあげた

いので、美容師になることですね。」今後も自石

の文化発展のために頑張ってくださいね。

ツ宝．

醜

ら
』

　　　　　L　　轟
く9　　 ¢

『
奪

　
＼

喚
貸

油螺

　　　　ゆ・り
吉田，．有里ち痴

　　　　　　（鷹巣）

駒一
一
一

人権擁護

行　　政

税　　務

生　　活

社会保険
消費生活
補聴器巡回

サービス

無料法律
身体障害者

青少年
農　　家
母子・寡婦

家庭児童
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毎週月・水・金

リオン14・26

ニホン　28

17

11

■
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毎週月・火・木・金

7
13

毎週月・火・木・金

▲

10：00～15：00

圃 ▼・　1自

10：00～15：00

10100～15：00

10：00～15：00

10：00～12：00

9二30～15：00

9：00～16：00

13＝OO～14：00

10；00～11：30

10：00～15：00

10：00～15：00

9：00～17二〇〇

10：00～12：00

9二〇〇～16：00

8＝30～16：00

第2会議室　④2

第2会議室　④2

第2会議室　④2

第2会議室　④2
生活環境課内　④1

第3会議室　④3
いきいきプラザ

東側和室　　　⑲1

第4会議室　④4
第3会議室　⑫3
青少年相談センター④4

農林振興センター

総合福祉センター

総合福祉センター

茂徳さん、麻美さんご夫婦の長女

ママか讐とこぢ

いっでも元気いっぱい

心やさしい素直な子になってネ11

パパカ、らひとこと

いつも笑顔でいようネ！

市の本
ブ　　ナ

市の花，、

ヤマブキ
市の鳥
ウグイス
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